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序 文

ﾡ場4報には試路中の も のであって も ・ 不取政中間報省を 

愛する と認められる賞路製条○事項や、 派生的な事項であつ 

ても 業務上参考となるもの.を金載する事にした。

種の報省は、ﾡ米野機の北溝道祥業試験場では 「時報」 

として印刷に付して居り、 これが54製に述している。 又帝室 

林野同北海道林業試験場では「柔報」として取り扱って來た 

が. 之 も ﾡ谷10りに追 してい る ので、 昭和22年6月1日に 

兩試除場の合併を期 して名稱を統一 す る事に して 「北海道林 

業 試原 集 」 に改めて今 同 65ﾡ を 印 刷 に 付した次第 で あ る。

木戦には 昭和 18年以來道南 地方 で行った ブナ 材穿孔建と 愛 

色. 腐朽防止試驗の結果を登載した。勿論將來尙硏究を要す 

る動も多々 あ ら う が取 り あヘナブナ林開役の参考資料に も と

印 刷 に 付 ナ る 事 にしたo

昭和234 1 月

4 • \

林業償験場札幌支場長 

暴域算 原田 泰
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•ブナ材の取扱に就て.

(ブナ材穿儿涯並に變色、腐朽防止試驗成談)

、' ﾡ 井 上 元 則 • 1

I 緒 言

ﾡ化木として強度的性賞の極めて優秀なカバは今次の戰爭以來著しく その 

積が少しなので、これに代ってブナ材が盛んに利用されるに至った。プ 

ナ は 本邦の潮 代樹中域大の益積をかし、誠後の 才大なる 彼県材は 3 道枕木 

材の間災 を 充す爲に 非常に 木要な樹松で あ る C

北海道では道市島地方に約1 億行の苦稿があ り、目下盛んに塔伐せられ 

合板工業に利用されつつある° 然るにブナ材に.は秋々な穿孔過が寄生し、当 

喰材を坐ぜしめること及びﾡ色歯や切歯のﾡ生が述逃であることが、丸太 

資材に対し近大な映貼となり、原木利用率が:20%以下であるﾡな場合すら珍 

らしくなV。 、
實際ブナ材は生魚だと云はれる程、弊北曲が寄生し易い。2變色、、腐朽の 

斜県は必然的に村の工公的債価を誠滅殺 い、延いては材の利用率を益しく 低下 

せしめるので、ブナ材は代探後出ポるだけゆく適なな貯木置を請すナるとと 

が極めて要なこととなるのである° 一般にブナ材の板工場を見ると、単 

板のW燥には非常に力を入れてるのはがにがばしととであるが、肝心の 

M木ル投に就てはペ外無県心の向きもﾡくない球に選はれる。(にフケた原 

木をm板どした局合は、幾等報燥しても強度は既に落ちて仕舞ってゐるので 

あるから. いざ合板に利川するとなると少なからざる不合格品が出來て、步 

和止 り が 有 しく 低下 して行くの はﾡ然の ことと云はな ければな らない。



プナ材の取扱法の改管に よって歩止り 20%の も のが。 6 に上つた とす れ ば 

200 萬石を伐搾すべき 城木が 100 両石で足 り るﾡ定と な り、 影断は質に大 

きいのである。換言十れば合理的なブナ素材の取ﾡは増産を意味する ことに 

なるのである。さればとれ等のﾡに関係士られる方々は、ソナ廿の取扱に 

對し一層の. 零議を決めて往々増オの目的を逹成せられ、新日本の復興にﾡ候 

せられんととを切する次第である。

者は即和18年以來北海道ﾡ山ﾡ上認片行的地方促やにかて、ブナ材の防 

当. 防腐方法の試驗を遂行 して來た。從來ブナ材は伐採後温害、變色、衛朽 

のため 1 ヶ年で使不能となると川へられて楽來たが。代探後のル払法査救を ・ 

御ば2ケ三4間保イし得る広果を"たので、昭和21年109 日 北海道応 林政 

部主側命山替林K督にかける「ブ#の防曲, 防待说地研究會」○上本岡 

の一部を發表した。多席上燃林豊教亩大澤正曲L•の御慫逆もあり、今日 

迄の成績を報告して、合板業新、造材業者, に朴村業に剛係どられる方 

なの御 発考に 供 L. cの締果 を大Wに 活用 して頂 たいとよ。

本抑険研究に牀 り 防温, 防的例の製造並に御斡旋の勞を とられ, 和々御扱 

助を賜った北大理學部 数投杉野目晴貞博士に封 1 深甚の謝意を表する。

研究材料の同定に格別の御配感を遊う したﾡ井ル郎士、村1催盤博士、 

河野廣道仲士、交松京三博士、澤本久博士に到し深刻の意を変ナる。

木試驗遂行に當 り 種々 御似宜を興へられ御扱助を寄せ ら れた元北海道庫林 

政都長前市都一氏,裂都長例勝正が氏、同元木材課長水野金一郞氏、同救師 

小枠秀氏、同久保発氏、並に/代倫山営卜W※長井上機則、岡田期一、上 

月源太郎の 三氏,同習業務課宜 (現倶知安で長) 細川T氏及び人ﾡ合板合ﾡ 

各位に 深ルの 謝意 を炎する。

本硏究開始以來始終 査研究上に多大の御援助と御班後を賜つた前々場長 

服部 に 相抜師、前場長廣田實技師• 魂場原田がN士、九大江的似三Nに 

刃し滿腔の謝意を表する0

撤後に 本試届遂行 中師々 扱助を締せ ら れた常場 ﾡ 見 四 郎 元技官、中 西 E 

恭' 五十嵐文吉' 腰倉久男、伊藤誠' 篠原均、ﾡ野一、伊脳番信、小泉力

のM氏c感謝の意をするo

I フナ材の環症

ブ材を取扱つて見るとﾡ々 の戒症が出るので、原木利用率が著しく 低 

下するものであるが' 之を片通缺點と呼んでゐ る。 板及合板の快ﾡは ビ う 

して生するかと云ふと (1) 丸太賞材の決話 ⑵般板段造に際して生ずる決出 

(の) 合板製造に際して生する决Wi (り) 合板乾燃中に生する缺曲 5)由 上作業 

中に生子る映動 (6) 城造後忆生する缺點、等が*げられる,本相 こ於ては伐 

木、運材、貯木の際に生る九太資材つ候ﾡに就て述べたが、之をにし 

く分けると次の如くである。

(1) 原木映部(立木時代並に伐木に依り て生する もの)

(曲、冋各駅の割れ' い入皮、 製色及び朽、(節、(戦L、(ゆ堤形 

成長。

⑵ ﾡ材中の候郡 (向れ、 、砂食込等)

(3) 貯水中の缺貼 ・

これらの中で原木自ﾡがﾡ初から持つてゐるﾡ在は別と して、代探後の取 

扱底理中 に生する映世例へば (1)妃色及び陥朽 ⑴ (iL2) 運材中の候 

M (9)貯水小の映ﾡ等は如何に して避けるべきかを知るととが州産上ﾡめらて 
・.

大切なのでめる。

m フナ材穿孔蟲

木州に於けるブナ丸太に感入して曲害を及ぼす穿孔軀の種類は 大5〜 6 
ﾡなりど、淡ﾡ成NA受に依つて報告されてろる。間bとので特に被告の 

著しものは (1) シナノナガキクヒムシ PlatAw setermi Blanalford (2)Yチ 

グモノナガキクヒムシ Crossotarusws nihonicus Blandford (3)ミカド トクビムシ 

scotioNatywu. mikado. Blanaford の3種であると記載されてなる。者者が北 

(道裕山地方のプナ朴にがて刷した結果、現在はでに彼見されたものは長小 

なM8種、小公10i、筒逆殺如 1 種、象鼻蟲短 7 瓯 天や期9種品計30種

2= 3



であるが、それら り中でプナ丸太の穿孔温と して甚大なる被击を興へつ ・ あ 

るのはの如 き 種頬であ る。

1. 努孔の種ﾡ,形態並に?性の概要

第 1 団 ブナ材す化独の孔道内充ﾡ8 (一)

第2回 プナ材ボ孔薇の孔道:調査状況 (二)

1. ヤチダモノナガキクヒムシ

ﾡ名 Crossotarsus nihonicws Blandford

所属 納細日 長小益当科

分布 北海道、本州、四図 九州、※尚

被害樹種 ブナ,サハグルミ,ハンノキ、 Yチダモ、シナ.

卜、 ホホ、 セン、 イクヤ、 ヤモミチ、シラ

カッ等 (材部被害)

(-) 彼客状況

本種はブナ村ﾡ孔当の中でﾡも要な類であつて、穿孔は最初樹皮 を貫 

さ、材の心部に向つて髓採の方向に行はれ,普通7 ～12極の深さに達する。 

更に穿孔は途中 よ り主として年ﾡに沿ひて1ル至2枝に分れ、2～3cmc述 

してその上下に幼踐孔を開く。多くの場合未ロ 20cm以上の大極丸太にボ入 

触審するものである。試験の純果、本団は特に貸倒間川もない新営な丸太をな 

tcと が明かに されたが,. 多少 •乾燥せる 丸太 及び燃朽せる 丸太に も 發見せ ら 

れ る。条種は村師に深 く 穿孔す るなめ、從來工無的に避有害な ことが知られ 

てゐたが最近はブナベニャ工業の勃興と共に,当介材として用上有書な環 

疵に取扱はれる關係上、之が被害防除は極めてm要視されるに至つた。又本 

数はブナ 材變色菌或は 腐朽 菌/囈に介 を なす もの で あつ 

c、三次的に歯知の使入を促し逃布害である。

(二) 形 ﾡ

政独 閲筒形にして全ﾡ光澤ある赤ﾡ色を品し、頭 

部は中央に縦隆献を具へ、前頭師は偏に して繊難と 

賞でとを有す。前行板はM方彫にして、全面にﾡさ山 

動刻散し、共所側は中央にかて凹入ナ。 納の進部 

にはﾡ線の隆起を布し、融刻は迷部に強く して, 第 

三,第四列は相群る。研はﾡﾡに近づ くにﾡひ色 

をﾡび・ その列川部には賞毛を生す。然制-先端部は

Nく傾斜し、少しく狹交り、外角は稍々突出し,後報 ・チぷクtムレ



は回形に例られ共の側数に各一個の小さきﾡを行す。雄は雌上 り小形のも 

の多く、国物列間部は少しく制まり,第 1 腹節の腹刺は城の夫れよ り長く、 

第 5 腹訪は稍凹形を呈す。雌は前列川都高主 らず、基部に粒泌あり、外 

は短く、取ﾡも短し。

ﾡ長 維 5.5～6.2 mm 雌 6.0～6.5 mm

幼数 老熱せるものは乳自色にしてﾡ長7mm内外

(三 経ﾡ習性 ,

本種は成数、卵, 幼当態にて材中に越年する。昭和19年5 月 2日及同年11 

月 5 日格山都上R村字車川拠範林で越祭せるブ材中に於て多救の成曲及び 

幼当が同一孔内に楼感してゐるのを認めた。※昭和20年1 月29日同所に於け 

るヨ恥結果では,19孔内に成当,男、及び幼曲を多数認めたので、本種は 

北海道に於ては成舞、卵、幼曲態にて越年するとと確山である。依塾が外 

に出現するのは6月中ﾡ以P10月下何逢であつて、最も 多く 成程が出現 し新 

しく基入を開始するのは7～8月である。5月 1 日 伐倒プト丸太にな入せる 

ものは9 月 2 ロ幼遇. 師、政数等多政漫拠せるのを認めた。明つてオ生活は 

甚不規則なもので、各月共に成後,幼曲、師、各熊のものが發見せられる。 

成弦の飛期は盛友の候は K活 であるが、春及び秋 は稍緩慢 である。

容孔内には(ﾡ一到基入する場合多く、 L壁に7 ンプ“ シダ曲 (Ambrosia) 

が繁殖して黑變する。本菌は最初親的の媒介に依って、新しい穿孔內に運ば 

れるものであつて、親裁は注意深く之を査して幼数の企餌に供するのであ 

ると云はれてゐる。

成摄建入の初期に は、弊孔内にて生 じた木物 を 外部に排出する ので共存在 

が容易に發見比來る。然し成狠の穿孔が完了すると、木粉は殆ど出さなくな 

る。これな孵化した幼蟲がアンブロシア菌を食してゐるため、その幼蟲は自 

己の師室を作る以外、木質部を穿孔食害する必要がないので• 木粉を出さな 

くなるのである。成蟲の延入口の大さ (入ロ直ﾡ) は穿孔建つ種類鑑定上甚 

・ 孤要な も のであるが本種は2mm 内外 である。卵は9孔のた端父は分校礼内 

に産下され、所化そる幼払はその部分上 り 用不規則に:垂直な方向 に短孔を穿

第4凹 ヤダモノナガキクヒムレ○食区

ち、そこで師化ナる。19孔内の産卵ﾡは1ヶ所につき3～4粒時には103整 

のこともある°

1 孔内の床卵は 

分桜孔毎に行は 

れるらしく、よ 

く云述せる穿孔 

内に於ては、老 

若の幼数、師・ 

成曲等10～80頭 

も混在すること 

がある。

2. シナノナガキクヒムシ

名 HM'P" seteri Blandford 

所隔 納別目 長小公当科 

分布 北海道、本州、四岡、九、※ 

被樹種 ブナ、シナ・ ハンノキ、シホジ、 ブッベキ、 

クマシテ、トチ、カシ等 (村部被書)

(- 彼害状況

成ぬは主と して樹皮を透し、材の中心に向ひ髓線の方向に深ぎ軍孔を穿つ 

ものであつそ、深さはﾡ奈の時期に依り、又は建入後の經過日數に依って 

も鼻る、大 m 6 ～ 7cmが・通で時に は 10 數 cm に達す るものもある。本ﾡの 

穿孔は通独#展も多く,先ﾡに至るに従ひ多少左スは右に台し、或は分枝 

してゐる ものもある。時には 2 孔道が連結したと思はれるものもある。本量 

はチグモノ ガキクヒム シの様な幼当孔及知は作らない。/ってブナ駅 

板を剝いだと 汪に、大部分小さな叫い式入孔めみ動々現はれるﾡ度であるか 

ら、ヤチグモ ノ す ガキクヒム シの様なﾡ しい攝喰疵は現れないが,ヤチグモ 

ノ ナガ* ク ヒ ムシ に次いで被需の多い種類である。本解も亦ブナ材變色菌の 

媒介 をなすも のであつて、第二次的に苗類の侵入 を促 し甚有害である。



(三) 形 態

全個光澤ある赤褐色乃至暗褐色, 細 

初の後方は黒色に して長き 側前形を星 

す。頭は品T、額が稍豬み全面域状 

をなし、前胸背は稍長形をなす。前的 

部の中央には縦條を有し、ﾡにてはそ 

の肃側に斐问形の数群あり、翅物は雄 I 

にては益飾が雲く袋映に隆超 先ﾡ 

は回形でめる。雌な翅切の後方は傾斜 

狭搾して伸び.左右二個宛銃き筋次突 

起となり、その內別の胡が大をい。翅 

補の上面には深きﾡ刻あ り ・ 列川部は 

希高生 り後方にはモを生ず。

長 5.0～5.5 cm

男 乳白色、桁闘形、長優05mm 

P外 ,

幼数 乳白色、老熱せるものは60mm内外

(三) 経退習性

本種は北海道に於ては, 成当. 卵. 幼数等客ﾡ多な状ﾡで地年する。照和 

19年5月 3 日及び同年11月 6日各1 孔内に17及び20粒流しつ、あり し離と 

維及び幼当多基を認めた。ヌ20年1月20日には1弊孔内に成曲2頭、卵10位 

と老若の幼温多數を認めた。成翁の出現は甚不規則な もので 5～9月 c重っ 

て行はれるが.最盛期は7〜8月であつて.主として新鮮な伐倒木を求めて 

数入するものである。 入口の大さは1.5 mm 内外で、 一北道内には雌ば一 

頭宛呢入してゐる場合が多 く、成温の穿孔が 6～ 7em に逆すると母曲は弊 

孔の先端、若しくは途中に於て3〜20粒の卵を网狀又は連鎖狀に產下する。 

卵よ り卵化せる幼独は孔地に筆殖するプアンブロ シア菌を食餌と して生長する 

ものであって、g内にてﾡ化し、更に羽化Lて放当となり、最初ﾡ端の
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入 した部分から外外に脱出る。旅選の出取は:北洲出T方では10月 E 

至ると ヤチ ダモ•ノナ ガキクヒムシより 造かに 多 く、正常 pものでは第1 日o 

繁脑は 7 月末頃までに行はれ、8月初血頃x り第9回目の繁が行はれる。

第8回 シナノ ナガキ クヒム シの貸

る. ヨ シブエナガキク匕ムシ

殿名 Platyt calammts Blandford
、 所劇 神却目 建小嘉憲科’

、 分布 北海道・ 本州？ 九州、朝好 '

被害描. ブナ、イキガシ、アラカシ. シビノキ、シラ

カシ、 アィカシ・ ツラジロカシ、ハナ ガシ. シ 

ウ り ザク ラ、 ヒメュッリハ、タブ、 ナナメ ノキ、 

コジイ・ サト (材部被)

(- 被害狀況

成憲は最初樹皮部から材の中心に向って穿孔するが,深魚に至るに明ひ多 

數の分肢孔を出し. 縦機に第孔をなしﾡ行衛なﾡ類である。才準も亦シナナ 

ャトヒムシと同峰に特加な幼当孔や師虫は作らない。困ってプナ軍板を制

' -9- e
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いだとさ、小さな回V公入孔断面のみ多致現れる和度であつて、ヤプグモノ 

ナガ*クヒムシの様な大形な数症は現れない。枱山邯地方のプナ材に力す 

る寄生数はヤチグモノナガキクヒム ッやッナノナガキク ヒム シに比する と遙 

かに少い。本種は段倒徴間もない新ﾡな丸太 り も一、ニヶ 月經過 した丸太 

c好んで寄生す る 傾向が見 られる。

(二) 形 態

成当 ﾡは細長回筒形にして光澤あるﾡ初色至赤初色、刻神の後方はﾡﾡ 

色を呈す。 頭部は中央に縦随線を具へ、前頭部は扁平に して黄毛を有す。雄 

aシブ千
ナガキクヒム

は前胸ポ長方形、前後にﾡﾡあり。中央線の円側にがさ 

動請あ り、連物に は細があ りて. 共第一列は判然する も 

他は部に於てのみ明な り。列間部はTに して微細な話 

を有し、後方には資毛を生す。物物斜面部は眼に殺がれ 

たる形をなし、卵形にして其的i隆たり 曲す。外は後 

方に突出し、後散はか込主れの深さは斜部の長さの 

三分の一位な り。例込の雨は直線をな し 止部は閲 しo 

雌の前胸行中央線兩側の贴離は幅廣 く ・心臓形をなし、翅 

期科面部は極く 小形となり、外探の制 ま り、か込み外 

共に痕跡 的で 雄の如く 彼地せす。

85mm内H 

卵 乳白色. 格固形 ・

cLて長径0.6mm内外

幼数 乳白色にして老熟せる ものは 1.5

mm 内外

(= 経ﾡﾡ性

昭和19年7月21日ゆ山郡上図付字川校範林に於で、前年末よ り水年1 月 
頃爲嬴Z♦太中 砥生做”衣撮は、-9孔内に 2～8頭究認め られA列 

であつた。同410月10日同所にがて硫の敗単並に幼多基探し*な。同 

年 u 月 6 日には同年7 月上依探丸太に寄生しつ 、ある幼器多戮 及成後月驟

一I0- 

めた。ヌ20年1月29日には前年5 月代ﾡ丸太に寄生中の広数2.卵20.幼数16 

を1孔内で探川したので、本ﾡは北海道にぬては広当、卵、幼心残にて越年 

する こと確實である。一般に成盘が外界に出現するかは 6～9 月下仰地であ 

るが. ﾡも多く出現し新しく巡入を開始するのは7〜8月である。その活 

は遅不規則な もので 7 月上り 翌主で成当、卵、幼曲、気の各態が見出され

1 ろ。卵はﾡ孔内に塊状に多放みつけられ正常のものでは第1同の繁ﾡはS 

月頃行はれ、第2回目の繁は9月初め頃上 り行はれるらしいが・ く發 

生止る敗数 冬断用に於て も緊前を您駅してゐる。成心の直入口の大さは
I u優1mm P卜であつて、9孔は樹に部 り 心那に至るに明ひ多殁の 「規則 

な分岐孔を出し,ブナ材の深部 l0~20cm 附近を縦横に穿孔する。幼当や知 

は シナノ ナガギク ヒム シ と同様長き穿孔内 で生活する も のoで、 ャ グモ ノ ナ 

ガゃクヒ ム シの様な幼為孔や蛹室は作らない。木地はブナ小径木よ りずや大 

木に%ナるH頼であつて、伐採後川も無い丸太より も1〜2ヶ月型せ 

る bのc多く 見出されろ。

4. ミカドキクヒムシ

型名 ScolytoplatyAus mikad。 Bland'ord

所島 納却目 小営当科

分布 北海道、本州、四図、九州、朝ﾡ、な渕

被衛樹団 ブナ、 イタヤ・ =レ =ガキ、クス・ ミッキ、 

キハダ、サカキ、ミヅナラ、シラカシ、カナク 
、• ハ 、 |

ギノー、 ヤマツゲモドキ、ツラ ジロ エゴノキ、

リ ン・ モウ ソウチク(材部被害)

(一) 彼害状況

成歌は最初樹皮部 よ り 材の中心部に向ひ 2〜3cm 恋入する と ・ 2 至数 

分枝 して年愉に沿ふて、若しく は斜の方向に穿孔する C 卵はこの分枝孔壁に 

確下せられる。幼当はN孔にﾡ山に材の民軸の方向に短 く 太い幼当孔を作 

る。幼戦れはル太つぱ軸の方向の左右に偏して2列映をなしてろるのでﾡチ 

状を星する。脳つて本種の数喰偵はヤチグモクナガキクヒ ム シの如 く ベ=Y
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と した場合共流は比核的大き く 工史的に甚有害な種類である。然 し乍 ら本種 

はブナの大極木」りろ、小行木に寄生する場合が多いので、ベ=ヤ九太 

に到する質害はヤチグモノナガキクヒムシ等に比すれば少い。

(二) 形 ア

成昌 開は黒物色又は黒色に して光深あ り 資ﾡ毛を数..。ﾡ都は光深沙な

く雄にては表面凹状なるも雌にては凸戒に して、頭師の中共に縦区線を行

す。 ﾡ角は赤初色、雄の球ﾡ部は細長にしてﾡ色の細毛を有するが、雌つそ

れは桁閲形にして、共先場 

ﾡく尖る。前背板は 方形 に 

近く, 兩側後は中央 上 り後 

緣に 強く 內方に制れ、 後終 

は中央に小角を殘して兩側 

内方に西曲す。上uに担監 

刻客布し,中央に縦随総を

す。雄は前胸部の腹面と 

前関の遊部とのMに門方に 

向ふ2個の釣狀突起を冇 

す。翅物 は點 刻用深く,列 
第1田

ミカドギクとム シ雄
第12回

ミカドキクヒム シ代

陶部少 しく 隆起す ・ 雄は符面部の前に4個の後方に向ふ突起を有するが雌に 

ては之を缺く。

価長 3.4～4.5 mm

幼数 乳白色にして老熟せるものは6mm内外

(三 経過習性

昭和10年 4 月 30 日 約m上岡 村字早川 欣膨林では 前年伐採せ る プ ナ材に 寄 

生する本所が,成攝態のまゝ越年せることを確め得た。6月頃より越冬孔を 

脱して祈な繁木を求めて盛んに飛刈する。同47 月 4日にはとの冬に伐探 

せるブナ材に基入せるものが盛んに容孔中なのを多数破見した。同年7 月21 

日 には幼撮孔完成 し幼の多数寄生 しっ ・ ある例を曲所に於て認めな。同年
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8月6日には大師分み化し、成独態2ものゝ、み認められた。即ちk調に發育 

したもの、第一ﾡ目わ成ﾡは8月上仰に殺生する。火7月上に伐探せるブ 

ナ丸太に富入せる 衣師は9 月 9 日全部お化丨 た例を認めた。木種は正常のも 

のは年三回繁ﾡを行ふ. ら し く 第一回目の繁の後れた細のもののみ年一の 

紫旅に終るらしい。

本後は非常に邪食性で多ノの樹前を食需するが日本本土ではブナ、イタヤ、 

=レ、 =ガキ等に多く、前市部ではクス、朝ﾡではカナクギノキ、ミッナラ等 

c多く認められると云ふ。好んで事木くは新ﾡ計な代倒木に寄出する。本ﾡ 

の幼数は幼出孔のhで、成曲が養してくれたンブロ シア•曲を食して成会 

し老熱ナ る と 幼数孔の 中 でan化 し、いでォ化ナると 成説の窗入孔か ら 外界外 

c脱する。

5. ブナツツキク匕ムシ マツマルコシンクヒ)

単名 Xcborustdlid Eichhoff

所属 和雄目 小館蟲 耳

分布 北海道、本州、四図、九州、研鮮 

被書樹和 プナ、トドマッ; モミ、カ:類 

(一).被害狀況

成数は最初伐倒丸太の樹氏部よ り材の中心に向ひ垂直に好孔するが、それ 

よ り年崎に沿ひ 1〜4の分桜孔を山し公入孔の直任は 1.8mm 内外である。 

•卵は ごの分枝孔壁 産下される。幼建は 母孔に 直角に材の 長鼠の方向に短い 

幼恐孔を作る。秘つて幼曲孔は丸太 長制の方向の左右に信して2列状をな 

すいためも子状を呈する。この食痕はヤチダモ / ナガキ クヒム シや ミ カ ドキ 

クヒムシの夫と極似し、ベ=と最した場合が人さいので工的に式有 

管な種類である。本ﾡは ヤチグモ ノナガキクヒム シ の如く ブナ 大徑丸太 に 好 

んで名入し、 深度は5〜20mmに述するが故に、實用」ニャチグモノナガヤ 

クヒムシに次Vで被書は大さい。

(二) 形 態

,成曲 商はN色にして光深あり、黄色毛を裝ふ。頭は黑色にして動刻密布
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第13田
ブナ ツッキクヒムシ

(三) 経過習性

し、前頭に短き1縦縦むり、前胸背は黒色、殆ど正 

方形にして前方にﾡ徴突ﾡ多く、後は市 Lて 

細監ﾡ布す。却剤は部より斜面部 向つて少しく 

5曲す。湖Wの縦湾はﾡせﾡを数0、川虫には細 

枚あり、御画部の削斜は強く逃深縦滞を布し、細 

粒は大なり。ﾡ和に責色の長モを布し他と客場にﾡ 

別する cとを得。解角 及び脚は暗赤褐色 な り。

ﾡ長 3.6～4.0mm

卵 乳白色に L て 長御 1.。 mm 短径 0.4 mm 内 外

幼当 白色に して老熟せ るもの は価長 4 mm 内 

外

昭利19年4 月29日桁山上図村学早川校範林に於て、前年の伐探ブナの 

伐根中にて多缴の成蠲を採集した。ヌ同年6月 6日には前年の秋伐倒せる丸 

太上に飛來せる及当を4時町で1821頭探業し神たﾡよ り銀て、との地方では 

成虫は5月木頃よ り 現れ 6 月上旬頃に は盛んに越冬孔を脱 し、新な繁殖木た 

求めて飛翔するととが確められた。7 月 1 日には本種が材中深く 毎入し産卵 

中のものを認めた。8 月 7日には同年1月伐倒木中にて本ﾡの老政曲と卵、 

幼数, 第・ 新ル当とが多数校感せるのを確認しだ。即ち新成曲は甲さは8月 

初何上 り後生するものの如く, 同一丸太につVて9月9日、10月5日、11月 
6日明査せるに、何れ も* 蟲のみ にて幼/は 覓常 , なかったは よ り見て、木 

種は地方では年1回の繁湾を行よ。新成線は大林分その係自己の生れた用 

孔内に留会つて進年する。

本顔の広払はﾡ入の初期に入ロょ り本帰を孔外に排出するが、穿孔が完了 

すると木粉は殆ど見られない。政換は容孔が終ると内部の孔照に旅男する。 

それよ り照化せる幼翁は孔壁の兩側(丸太の長軸方向)に自己の入b得る5 

mm 内外の短孔を穿ちて新化する迄入つてゐる。幼当孔は1 ヶ所に 7～8ケ 

内外た右に向ひ合つて丁度誠子状に並列してゐるが、か、る ものが同一穿孔

内の各分桜孔毎にある。

幼当はヤダモ ノナガギ クヒム ッや ミカ ドキクヒム シ と同株 親急の精ガし 

てくれたブンプロ シ1iを食して生活ナる。品つて礼ﾡは後になると本苗の 

ため迅ﾡしてろ のが常である。本所は此に述べたるが如く、新成党が出る 

のは8月上仰頃からで、人部分は自己のれた孔内で越年するﾡ係上、ﾡ入 

材が:可成府朽してもﾡ孔内にﾡつて生活を持ﾡすそので、一見ブナの施朽 

材にﾡ入するが如きﾡを呼へる。而 して成春が越冬孔を脱出す Z のは 6 月中 

ﾡ頃1が:ば期であるから被を受けるのは前4○7 月虫よ りその年の5月 

迄の間に伐採された丸太であアて、6月以後に伐探される丸太は、その年は 

本団のﾡ生を受けないとぷよ新川賞が変見されたが、これは木拙防除と加要 

な融義がある。

6. レキスキグヒムシ(レキスマルコシンクヒ)

ﾡ名 Xylcborus lewisi Blandford

所属 納地目 小直覇科

分布 北湖道、本州、四図、九州、何e. ※ﾡ

被害権物 ブナ、サクラ、 クス、 力へデ、 エゴノ中・ カ 

シデ、 ミガッ、 モクコク仙

(一) 被害 狀況 :

本種はブナ大極九太にも、小ﾡル太にも寄生する。成規は樹皮を通して垂 

uc益入す る と深 1.2 cm 附近 s りさ 0.5〜1.5 cm 内外の 分桜孔 を1〜2 

川してゐるものや攻は塗全々直孔のみの場合もあり、i山孔は 5.。 cm 位 

で、. 長の ものcも10cm c追 しない。基入孔の山優は 2 mm 以上で, こ 

のと しては非常に大さ方である。木紙は直孔の外に分岐孔を出/•ものは 

べ= に した場合、そ. "被害疵は此較空大き く 現れる。然し この地方に於け 

る木当の個ﾡ数はヤチグモノナガクヒムシ、ミカドキクヒムシ・ ブナッツ 

ギクヒムシ等よ り造かに少い傾向がある。

(二)形 態

政数 本種は雌雄者しく共形を具にする。
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雌 開は同筒形にして黄褐色乃至赤初色を呈 

し、黄色の長毛を襲ふ。頭紙にはﾡ動刻及びﾡ

以上の氣温に 述しないと繁の

ため出現せぬこと は松めてﾡ

を徴布し、中央に縦随紛あり。前腕部は略正ガ

形にして、前緣側味を帶び、上面の中央強く隆 

起せ り ○前i胸情は全面ﾡ状の小突起にて満 さ る。 

密補は地背校の状部と同福に して及さは帰の 1 

倍牛上 り大なり。動列はﾡにして列川部には不 

規則な 2列をなせる細玷を具ふ。御面部は閲味

をがび列川部には細小のび指を行し、之に生す

第14圏 る細毛は長しo

**ヒムシる ・ m長 4mm内外

雄 ﾡは形短く回形をなし、雌より著しく小

形に して黄色乃至淡初色な り o i胸部は長方形に 

して長 さ よ り 福廣く ・前方に閲 く 狭まる。前胸背 

は湿を點刻にて滿 され資色の長モ散生す。刻剤は 

強 く 回形に 傾科し、壁列はﾡく して色の長毛を 

生 じ 列川部 に は雌の如小ﾡ秘 を 有逆す。

m 2.0 mm 内外 -

が深い。 臨つて成は前年S 月 

頃iか・らに年7 月上旬次迄に伐採 

せる 丸太 に H入 する 傾 向 が あ 

り、8月以降の伐探丸太は共年 

は本ﾡの寄生を受くることが殆 

ん どない。・
7月伐採ブナ丸太に建入せる 

も のを調在せるに9孔は雌曲に 

依つてのみ行はれる。19礼内 

.に雌雄が居た例を未だ發見せる 

ことなさも、1弊孔内に位1加 

と子払に雌出がﾡ る の はﾡ後

ﾡ 乳白色にして長卵形、 長径1.1mm、短極 l 第15圏
0.4mm内ト レヰ K キク ヒム シ*

幼曲 乳白 色 〜淡黄色,老燃せ る も の位氏 5.。 mm 内外

(三」. 経選u性 • w

ﾡ山W上図付川にぬて、昭利19年5 月 1 日i年の役頃木に物生中の成 

当を探"しなとと及び, 11月6 日同所にがて同年7 月伐倒木に寄生せるもの 

^を採せるに全部成地のみで、幼幽はど見ならさいLよ り殺て、本曲は 

成数 u年 な ろこと 確賞でめる。

越多ル ろﾡ数が縦の た め外界に出現す る 2は極 めて運く7月末頃であ 

る。元本数は阪図性の種類である らしく、同地方が 7 月に入つて毎日 20

見 される ﾡより製て、ﾡは雌がず 

孔 を 完成せる頃飛來し、次々と雌 

を求めて交尾するものらしい。

昭和19年9 月 9日向ﾡに於て同 

47月上伏探ル太にﾡ入せるも

を訓せるに、直孔の深ﾡは

4.0～5.。 mmにLて、1 孔内にﾡ 
親 1 頭と大小っ幼数15頭紙せる

のを遴見し、標本として探集した。 

刻向 口 他の例では雌規 I の外、羽

6. 幼曲 10. ﾡ4.新成(雌2)

(雄I)が1穿孔内に棲息せるの 

を 發見 した。以上よ り成型は7月 

上頃よ ら入を開始じ繁を行
第17図

レキスやクヒム レの穿丸と愛色發生の初期 
・
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今が・ 9月上何に新敗数を生る 然しとの頃同一孔円にダ、幼ょ・ 知・ 研 

成蟲と混根せる"よ り 設て、裂当は利長期に重り産卵をﾡけるらしい。同年 
10月9日同所に於ける映況は御当(f) と老熱幼曲 生活する もの 、み發見、 

せられ、卵は全々営っなかつた。11月6日同ﾡに於けるル況は1弊孔内に 

裂当 (ﾡ) が1頭宛層るもののみ彼見すれた。本師.グ 幼松 も 亦親遇が孔壁に 

指益しなたンプロシ 歯を食餌と L て生長す る。幼当は チグモノナガ キク 

ヒムシ及びミカドキクヒム ッの如き特別な予孔は作らないで製当の雰孔内で 

成長する造 は シナ ノナガキクヒムシに似たﾡ性である。

7. ヒメツツキクヒムシ

学名 Xleborus germanus Blandford
所屬. 神知目 小蟲*科

分布花 北海道, 本州・ 九州、朝郎、※胡

- 被害樹種 ナ、ハンノキ、クリ、クハ、サハグルミ、ホ 

ンバチヤ、シヒ、 ラガシ、 =エゴノキ、 モチ、 

サカキ、ハゼ、 イス ツクバネカシ、 カナクギ 

ノキ,カラマツ、トドマツ

(-) 数害状況

本 ﾡは 最初樹度 部より 材の中心に 向 o 0.5 ～2.dcm 盛入す ると、 長さスは 

幡1～2 cm 位の不正形の利味ある共同孔を作り中に産卵する。時に依 

るとと の様な 共同孔が 2 〜 3 仙細孔に依り地ﾡされてゐるとともある。

本Hの 触償は 大徑丸太の 表面 cﾡく 近い所に の み 存す る 関係上、ナガキク 

ヒ ム ・類の如き材の深部の被寄は認め られないので、ブナ項板に じな場合、 

穿孔に依る被守その も ハは著しく 現れない。然し多くの場合、共同孔の附近

. より變色苗の侵入が認められ、触って起るフケと密接な關係があ り、 ブナ丸 

太に到 しては誉布害な種類である。

(二) 形 態

ぬ当 銀は短山筒形にして、全體光澤ある黒色を呈す。前胸の福は長さと 

同じく、ﾡ状突ﾡは央よ り少Lく 後方に及ぶ。後牛は滞に して、後総に 

少 しく ﾡ刻あ り。ﾡ納は前胸上 り 少 しく 幅流く、動刻ぁ る縦孔を具へ、向室

, -18- ・
ノ^ ・ 

はく小刻脳あり。 兄端は次第に付斜し、 の(斜 

面にある動則は大にして次白モﾡ密生す。脚は黄褐 

色なり。

価炎 2.3 mm 內 タト

卵 白色、長卵形にして長極0.5mm内外

幼当 老熟せるものは乳白色にしてﾡ0.4mm

内卜

(三) 経選習性

本種は成期単にて越年し、槍山郡上國村字早川に 

於ては5 月 1 日頃よ り日中のﾡい時剣にﾡく少数 

ナ丸太に飛來するが、ﾡも多激出現するのは6月上

第IS回 
ヒメツツキクヒ

～中旬である。昭和19年6月 6 日 その伐後せる 丸太に飛來せる幼遇を 1時間 

c480頭探集した。又6月30日には5月1 日 伐倒! 丸太に 窗入中の区験多數を 

認gめた。7 月4 日には各一ﾡの共同孔内に雌維成当各 1 頭 ゥ外に、幼が30 

～31頭楼也せる2例を彼見した。7月21日よ り 8月7日頃には第1同目の新 

成当が共同孔内に多数居るのが認がられた。ヌ8月7 日には1共同孔内に新 

成曲30頭知及び幼数30頭計60頭符生せ る例を發見 した。即ち 以上の事書 から

7 月中句頃よ り S月中は第 

1同目の成親っ發生飛翔面 

である。

9月9 日頃は7月代倒丸 

太上に多数飛米しつ、ある 

新成曲を認めたが、正常の 

ものは7月末よ り 8 月に重 

つて第2同目の繁に入る 

もの と,思はれる。10月 5 日 

に第2回目の新成当と思は 

れるものが1共同孔内に20



～30頭究所に変見された。 ・

以上よ り本種の正常のものはとの地方では年二回繁するが、政数の繁殖 

開始に返速ある然係上、以は成員. 卵、幼当. 師各ﾡのものが在してた 

る。

本部る亦好んでブナ伐倒ル太に%生し、製数は共同孔内にてケンプロ ・ 

歯を埼養し、幼負を獲ふものである。新成当はﾡ数の式入上 り 外部に脱出 

する。 ・

8. クスノオホキクヒムシ(クスマルコシンクヒ) 

名 Xyleborus mdtilatts Blandford

所属 補却目 小延窮科,

分布 北海造、本州、九州・※浅、の鮮、デ ネオ 

被省樹物 ブナ、 クスノキ、 カッデ、 エゴノキ、 カナク 

.,ギノキ

本望は吸岡にてはクスノキに数入し逃有密な り と報吿されてゐる。北海道 

に於ては主としてブナ小経木及び桜ﾡに数入加徴する。伐倒木の外、稍々な 

.弱せるプナ生立木にも寄生する。穿孔は最初樹皮部より材の中心部に向ひ垂 

uc行はれ 1 〜 3.cm c地すると、材/: 縦軸の方めに上下に屈折 し2～10 cm 
に及よ。本種の公人孔は比枚的大に Lて2mm cﾡする。木部は道商地力の 

ブナ#に於ては小極水や桜係を加前す る も 大徑木に は大な る 後衛がな い o 

で、今のととろべ=ヤに封する著省は認められな。

(二) 形 継

成当 開は肥大なる 网筒形. 黒色にして光澤あ り、褐色の細毛を生生。頭 

ﾡは利凸ルを4し、不以則な混さﾡ刻を行す。口師の週撃にはﾡ色の長剤e , 

を裝ふ。ﾡは赤初色、球桿陆は關形を呈す。i胸部は殆ど球状をなし、大 

形にして背面に於ては巡消よ り大なり。i終の中に2個の突叫せる小ﾡ地 

を有し、上而の前方よ り央に小顧徴を商にイじ 後方は緻物の琳刻 とな 

る。黒ﾡ色の毛は基前の尖に殊に特なり。小術板は術派き三刑形をなす。
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翅箱の科而部はW形にして斜に切断されたる親を 

星し、性の部のみに縦ﾡを北へ第1列は冊深し 

列間D部は価際く救多の細ﾡ知と初色の細モと を布 

す。脚は掲色なり。

悶長 3.7mm内外

幼営 白色〜淡責色、Mは常に腹面に母曲し、 

頭胸部は腹部に比し著しく太し。老熟せるものは 

M長 4.5 mm 內外

クスノオホサタ ヒ 
ム ジの他

(三) 経過因性 / ル ・

昭和19年5月 5 日ﾡ山ﾡ上岡村字川に於て前 第20回
年伐倒ブナ丸太枝條に寄生中の成期及び幼蟲を多 クスノオホキクヒムシ

數採集 した。本ﾡは ミ カ ドキ クヒム シの寄生部附近 

忆感入してゐる場合が多い。昭和19年10月9日には 

同年7 月伐採ブナ枝條部の 1 穿孔内に約 10頭內昨ル 

成曲がﾡ心してゐるのを彼見した。同年11月にも10 

月 と 同樣 1 穿孔內に數頭の成福棲息 し てゐ るのが認 

められた。本証は5月 3 日成曲. 幼筠が同一穿孔內 

に棲息して.た盼よ りて、越多当は杏孔を設せ 

ナ、共の中で繁ﾡナるものもあるらしい。然し大部 

分のものは7月頃外界に飛翔し、新しく窓入して繁 

私をﾡむ。孵化した幼遇は母孔向でア ンブ・シ ヤ菌 

を食して成長 し、 ヤチダモノナガキクヒムシの如さ 
子孔は作らない。經過は充分明かでないが、道市地 

方では年 1 同波生の ものと2 同姿生の ものとあるら 

しい。 / ・

9. シャウフスキク匕ムシ(ヤマハンノキホソキク匕ムシ) 

製名 Xyleborus!schiaufursi Blandford 

所岡 新 翅 目 小登曲科

-2=
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分布 北海道、本州

被害植物 ブナ・ ヤマハンノキ

(一) 表害状況

、 本種はブナの伐倒木、枯損木、伐根等に底入する。穿孔は最初皮部よ り材 

の中心に向p、 稲々ﾡ山に行はれるが:2〜3cm'にﾡすると多数の短き (1 

・m内卜) 不規則な分枝孔を出す。各分枝孔は材の縦軸に沿ひ、上下に各1cm 

以内家孔せられ、各分校孔毎に利ﾡき繁殖品を作る。そとに多数の成曲が集 

合して序卵を行ふものである。本種は衰弱木や枯損木に好んで立入する傾向 

があ り ・ のﾡﾡは工義的利用慣位をる。

(二> 形 ﾡ

成数 的は細長き同幣形、責ﾡ色にして光深bり、頭は球形状ﾡW色〜黒 

色じて、貼刻密布し黄毛を裝ふ。額つ中に小縦路起線とり。前胸は簡 

形に して、雄に あ り ては特に長 く ・i 53分の1 には小 

麻出あり、資モ商生するも、それまり後方 •に は微細なる 

・刻散布し、他少の毛を装泉。裁前と胸部の術は席等 

長にして光深あり、責ﾡ色～ﾡﾡ色を品す。動則はﾡ 

き小座刻 りる。中間師は不らかにして一のに細肪あ 

り、後嫡に至るに的ひ長毛を生す。斜部は縫合線にか 

て深く 寝みて光澤あ り。斜面の前方第 1 ～第 2 間室に 2 

個の小売起を行す。第 3間盛には 4〜5のﾡ大な るﾡ状 

突 星が斜面部の 兩 側ic 存在す。

M長 2.4～8.0mm
卵 長卵形、乳白色に しと 0.7 mm 内外 
,、 ・ ・ バY

幼数 乳白色に して老熟せる も のは 2.7 mm 内外

(三) 経過ﾡ性

昭和18年10月 8日ﾡ田邪七飯村水無プナ林に於て、多数の成が繁殖所よ 

り 出たり 人つた り してゐるのが見られた。この頃は材中の ものは殆ど成経の 

みで幼攝は見られなかった。 昭和19年5月4日同ﾡのブ折損木上にて多 

ﾡの成当を探集したﾡよ り見て、本当は成曲域年なるが知し。放払は4～5月 

頃iょ り越冬孔を脱し新しく宮入を開始する。 初1頭の成類に供つて皮部よ- 

り材の中心部に向ひ9孔が行はれ約2〜3cm に述すると多数の成当が向一 
孔内に入りポり、それよ り不規則にダ数の分枝孔を 1cm 内外の長さに出ナ。 

各分桜孔はに材の縦軸に沿ひ分桜礼の長さだけ、上下に各 1 cm 以内穿孔 

されるので、ぐ分桜孔は各々ﾡ間の狭小なﾡ魔さ虫となる。即ち多數の連係 

ある不規叫な品が出來ると多数の広当が共同! て産卵を行ふもので、このu 

は同厩中の他の称新と共習性を異にする。広数は孔内にてブシブロシヤiを 

用餐して幼蟲を養ふ。昭和19年7月 6日七飯水無図行林内のブナ村の新共同

孔内に成強が多

數集合して産卵 

してゐた。スそ 

の時期に小數乍 

ら幼当、 知態の 

ものが發見され 

たので木ﾡはﾡ 

上り秋にかけて 第2:回 レャウフス*タヒシの公

甚不規則な繋価を行ふ もの らしいが,産卵の最成期は7月上ﾡ頃であること 

が略確實となった。

10. ハンノスヂキクヒムシ

撃名 Xyleborus seriat Blandford
所鳳 神支目 小武費科

分布 北海道、木州 "

被害ﾡ物 ヤマハンノキ•ブナ

(-) 被害状況

本種はプナ丸太の樹皮下形成ﾡ附近に 2〜4cm 位の横孔を穿つが、時に 

はそれ ♦より更に長さ 1～3cm の分桜孔を斜に1〜2出すとと もある。樹皮 

の直下にのみ生活するﾡであつて、本関中の他の極類の如く 材中深く 感入 し
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なのが著しき生態上の特徴であろ。孔道の直在は 1.4 mm 内外であつて、 

主孔は樹»2の垂直他に對し必す横孔である。分校孔は垂近軸に略平行のこと 

もあるが, 大便は横孔とな角 をなし、御孔の場合が多い。横孔は直入孔口 よ 

りル方に延びた場合と左右に経びた場合とがある。木的は樹皮下に孔道を穿 

っのみで、材中深く侵入しないのでベニャと した場合大衛は認められない 

が、第2 次的に孔道よ りﾡ色商、協朽菌の侵入を促す傾向があるので有害で 

ある。

(= 形 ﾡ

成当 ﾡは四ゆ形、赤ﾡ色～色、少しく 光深あ り。頭部は前がて  傾斜 し 

僅少の船朝と黄粉色の細毛と を生ヒ、中央や不顯ボな縱隆線あり。i胸商の 

価は長さ と 略等長、前終著 しへ叫 味を行 し小央部部 

く・ 前半迄众颗粒、後には細ﾡ商布し資ﾡ毛を坐 

す。耘物詔は前関部よ り 幅廣く、独刻列は深く 明瞭 

にして短毛を 生す。列間部には細当あ り、未端に至 

るに従ひ小顕粒状となり、資例色の長を数ふ。斜 

画部は後方に隆ﾡ線なく、明かに小物徴を行す。

・民 25 mn Pパ

幼当 白色. 腹側に少しくﾡ山! を数せる ものは 

3～4 mm

(三) 経習性

木団は成数雄で越年するので、M 和 19年 4 月 29 日 ッ アク ヒムレ

倫山郡上回付字n川にかて多数の放当が群をなし、前年ﾡのブナ依ﾡの樹皮 

下に棲息してゐた。ルﾡは多期川は自己の生れた北のMﾡlの樹皮下を不場N 

に利喀してゐるらしく,共場合の食痕は皮部の方にのみ殘って材稲に現れ 

なv。即ち越冬中は亞皮部"! 近を食してかる。同年5 月9日には越多孔を既 
し■展然丸太に飛來恬る雌聴を認め芟が,6m、6日には本神の成蟲多数が新 

伐探丸太に飛來し、4時間に870頭姉姿した。6月30日頃には優に入して主 

孔を作りつ、あるもの議所に後見された。7 月 7日には孔道内に雌地のﾡ曲
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の外、卵. 幼量10～20相じせるもの多数及見せらる。7月21日至S月6日 

忆は設後と出熟せる幼感多數發見せらる。ヌ8月7 日には塗部羽化L一孔内 

に 新成程 2: 頭 居 たものをﾡ見した。即ち早さは8月上ﾡﾡ広当を生 るもの 

である。9月9日には大市分成曲態であるが、成蟲と幼闘態のものと混棲息

るものもあり 逃不規則である。成当は孔道内にンプロ シY直をﾡ し、 

幼銀はそれを企して成長するもので、特別に幼程孔は作らず、救蟲の孔道內 

に幼蟲が充滿して共同生活を行つてゐる。10月 5日には成費態のもののみ一 

孔內 に多敷棲息 して ゐるのが發見せられ,幼当はその儘孔道附近の亞皮部 を 

食して越冬するものである。

11. ファイアルキクヒムシ
単名 x/coru P/citi Ratz.

所属 納目 小書当科

分布 北海道, 納ﾡ、政洲

被害ﾡ物 ナ、ナラ、カッへ

(-) 被害 状況
木種はブナ丸太の樹皮をせ、又は綱氏部よ り公入する種類である。即ち 

皮付丸太にも側皮北太にもﾡ入する。本当は材の中心に向ひ樹皮部よ り 2〜 

3 cm 位容孔するど木質内に共同孔を作つてﾡﾡする。共同孔は幼蟲が相共 

同 して作つた平孔であつて、共廣さは 1〜2em下方のものである。ブナ丸 

太をべ=ヤとした場合、 孔の深座が 3em 程度であるから大害は認められな 

いが、第2女的にその孔道よ り變色歯及商朽菌の従入を促ナ領向があるらで 

行ﾡである。

(ニ) 形態 バ

依曲 間は側筒形,黒褐色〜黑色にして黄瑞色の長毛を密生す。i胸部は 
山崎形にして前終は九味を有し、上面の中央は和康起す。前胸背の前半は 

M 狀の小突起にて、後半は細港にて滿たさる。陶角及’び脚は黄色、越納都は 

平かに して貼划列は細1貼よ り成る。列間部には利ﾡ明なﾡをﾡふ。斜部は 

傾斜强く、上部の縫合線の兩側に各2個宛及び第3列開部に若干の顯著な顆
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瘤を行す。第 3 列間部 よ り外方に も 若干の不揃ひな确 

を数よ。

M長 2.5～3.2mm

幼当 乳白色に して老熟せる ものは4mm 内外

(三) 経過習性

本種わ経過背性はﾡ分明らかでないが、広当彼で越年 

するらしく・ 昭和19年5 月2日 檢山郡上國村字早川に於 

て. 日 中陽光の當るアナ丸太に飛來せ る広曲数頭認 め 

な。6月5日には皮当5頭探"した。6 月 30 日 には冬期

の伐採木に好入中 の広 巡を 發見 した,8月7 日には冬期 第25団

の伐探九太内の -孔内にﾡ曲の外、幼当、師、新成当等 ファイア〜キクヒ2シ 

合せて 35 頭共同生部中の もの を發見 した。10月 9 日には7月伐探ル太に益入 

中の成程を髓所に發見 した。こ の頃野外に て地 多所 を 求めて飛中の ものも 

められた。10月 5 日には前年11月伐探木中にル数1～2頭究式入中の ものを 

望見 レ た。又昭利 18 年 10 月 c は新放会 と 幼曲 と が共同孔内 に 多 數棲息 してた 

のを役見した。以上の事質に依つて本種はﾡよ り秋に重りて不規則なﾡ別ろ 

を行よりのらしく、各期各態つものが發見せられる。幼曲は相共同して作つ 

た木質共同孔內にて、 シブラ シャ菌を食して成長する。

12. サカクレノキクムムシ

ﾡ名 Xyleboru cbriosws Niisima

所属 締細目 小蟲寤科 、

分布 北海道、本州、朝鮮、

被害樹種 プナ、 ナラ、カナクギノキ、 エゴノキ、 カシ 

デ、 ヒサカキ・ ユゾリハ、 クスノキ、 ギンネム、 

テウセンマツ

(ー) 被 密状況 /・

本ﾡは北海道術地方のブナ材に多いへ種頼であつて、新ﾡ丸太の樹皮部上 り 

材の中心部に向つて 1〜3cm 位寇入すると ・ 長さ 1～2cm. 幅1cm 内外
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の不正形の利厚味ある共同孔を作 りの中で繁売する。共同孔内に於ける繁 

死状況はヒメッッキクヒム シのそれに極似してゐる。

木種つ触ﾡは ナ ガキクヒム:類の それと興り、材の変面 ・ ﾡ く 生ナ るのみ 

であるからブナをJ板となす場合、設村飾を 3cm 位向りとると当触材とな 

る こ とが:少い。然L多く の場合繁別後の共同孔 り 變色菌や腐朽苗が仕入す 

るので、第二次的な被害を與へる ものである。

(二)形 ﾡ

成当 體は黃部色; 先編丸味を有する叫術形にして、式次毛を生する。頭 

部は黄祖色〜赤褐色にして丸味•を帶びて突出す。

目 は黒色にして留械形. ﾡは責色、球ﾡ旅は男 

形にして先方狭まる。

前背板は稍正方形で前方同味を希び、中央部ま 

で小突出密花 し黄毛粗生す。後方に は小動刻商布 

し光深あり。脚は資N色、前脛節は前方に廣 ま り 

若干の歯突ﾡを行す。

締部は光浮あ )、木端の斜面部は赤初色を星 

す。ﾡ刻列は平行し、不同の幅廣き點刻よ り成 

る。列川1 部に は彼状に不規则の點 を 有し、それ上 

り変白でを生す。

ﾡ長 27 cm 内外

幼当 老熱せるものは淡資白色にしてﾡ長35,内外

(三) 部過習性

昭和19年5月 4 日ﾡ田ﾡ七飯村水無図布林内のプナ伐町木に成曲、幼当 

合せて 80 頭發見した。その幼曲には老幼あるのみか、成ﾡも況じ居る脳より 

見て、本種は幼蟲及成編態にて越年する もの らしい。ﾡ山郡上図付石崎地方 

費林に於て、同年7月 2日頃盛んに新鮮なK探木を求めて飛米して基入する 

の を發見 した。同地方にては7月21日頃新しい共同孔内にて繁ﾡ中の もの發 

見せら心、8月6 日頃には共同孔内に親と老熟幼35～60頭楼心中のもの

第26田
サカクレノ キク ヒムシ
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/

及び 1 共同内に新当40頭 と 老熟幼銀20頭 と混従してろるのを認めた。

とのものは8～9月笑に呼び 界に 飛翔 し新ﾡ丸太 を 求めて富入 して 共 同 

孔を作り、その中で産卵する。疥: 化した幼程の『きものは成世となつて越冬 

する ものの堀くである。

以上より本組の正常の ものは、との地方では年2回繁殖するらしいが、成 

程の 繁殖開始に迎速ある關係上,夏季は成当、卵、幼会、締館のものが在 

してゐる。

本種はとくに新ﾡなブナ丸太や木木、枝條等に好んでな入し. 共同乳孔を作 

り、その中にンプロンヤ商を帰養して、幼蟲を番ふ ものであつて, 新成負 

はれ認の底入孔よ り外部に脱出するから、材にﾡしては多数機息する御合に 

その被害が苦しくない。

13. カシハンキクヒムシ

脱名 Tryhodeidron quercus japonicus Blandford

所ﾡ 納郊目 小継当科

分布 北海道、本、九州

被管加物 ブナ、ナラ、カッハ

一 教害ﾡ況

木団は北道前命地力では、ブナ大極ル太にﾡ入すろ。広当は樹皮を透し 

て材の心に向ひ直孔を身ち、2.5cm 内外にﾡすると左右に1 em 内外の分 

枝孔を出す。卵はとの分桜孔ﾡに産下せられる。幼当は問曲にﾡuに村の 

長制の方向に短 く 太い幼描孔を作る。幼当礼は利左右に編し, 2 列獄をな し 

てろるのでﾡ子ルを呈する。本種のﾡは ミ カ ドキクヒム シの夫と極似 して 

ゐる ため,軍板と した場合。 6症は比核的大きいので工び的に行審な種類で 

ある。然しFら相山前上図テ川附近では、側間教はヤチグモナガキノヒ 

ムシやミカ ドキクヒムシに比じﾡかに少ない。及数の式入孔の大さは1.8mm 

内外である。

(= 形 態

成当 ﾡはﾡ筒形にして、背面は淡ﾡ色、腹面は黒色を呈し光澤あり、・

-28-

刻ﾡ布し色モを生す。雄の額は深くﾡみ、雌のﾡは凸状をなすを以つて雌 

ﾡの叫別田難ならす。觸角は黄瑞色球柞部は上方 

内部に向つてをなす。前胸部はさ上 り幅収 

く、暗黄色又は黄%色なり。i胸は雌にては不 

ら きも雄 I こてはリ呼盛り上 り、前胸の附側中 

央の 1 縱線は 燃色に して全面に小顎粒密布 し、i

,方には黄色の長毛密生す。起箱は淡褐色に Lて.

光深盟 く、 部にかては前胸部よ り 少しく 幅廣く 

後方に向人にﾡひ若干北幅が り ・ 用は光深、 

ある淡黄色にLて縫合線及び兩側に添ひ黑色をな 

し, 且つ各想前の中 に収 色p総繰 を具ふ。

ﾡ長4 mm 内外

第27図
カシハノキク ヒムシ

(三) 経過習性
W和11945月3 目植山郡上國村字早ルに 4 、 冬季伐採プナ丸太に飛來中 

の成端 小数採案した。同年6 月G 日にも多手代探ブォ丸本に飛米の成数10 

城を採集 した點よ り 観て 本林は成愚旗にて越年 し、春は比較的早く より飛用 

し祭なのため• 新重採ブナ丸太を需めて富入する。同年7 月 3日には新伏探 

ブナ丸太に飛來中の成蟲 1 頭採集 じた。又同 月4 日には1 穿孔內 雌維の成 

当の外、蛹 3 頭棲息中のものを發見した。このず賞より銀索するに第1回目 

の成数は平さ ものは7月末頃には山現ナるととになる。第2回目のﾡはS 

月u上 り 行はれる らしいが、成程はブナ以外の樹に も 直入するためか、この 

出ブナに寄生中の傾ﾡ数はﾡめて少ない。本種の幼当も亦成当がして く 

れたンンロ ジャ歯を幼数礼のhで食して成長する。老熱すナると幼強の中 

c師化し、炎いで羽化ナると報強の鉱入孔から外ルにぬ的才る。勢北内は古 

く なると常にﾡﾡ色を冊びてゐる。

14. オホザウムシ
學名 Si加/心 lypocrita Boheman

所屬 納太目 象加蟲科
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分布 北海道、本州・ 四國、九州・ 朝鮮、支那

被害植物 カマツ、ヒノキ、スギ、トドマツ、モミ、ブナ、

サハラ・ クッ、カシハ、ナラ、カッ、=レ、 他

(一)ﾡ客ﾡ況 ・

成程はブナの大啓丸太に飛來 し、樹皮を宮食! 中に産卵する。版化せる 

幼後は直ちに材部に穿孔する。穿孔は初め材の中心に向ふ も 心材に近づ く 

と・ 年輪に沿ひ迂廻する ものが多い。穿孔の深度は 5～20cm に及ぶ。穿孔 

の直優は太きところにて 9 cm 内外に逆する。路つてブナを皿板となした場 

合. 共疵は極めて大であって、材質を損じ甚 

有衛である。然し乍ら本種が剝皮丸太には流 

卵しないととは防除上注目すべき脳である。

(二> 形 態

成当 大形種なるも傾価間の大さ及び色形 

は著しき愛化あり。全他灰視若しくは灰黒色 

乃至黒色。頭部は牛球形、口吻は長く稍下方 

にs曲し、基には小顕徴あ り、iは製色 

光澤あり, 小毋刻多 し。ロ物の中央 り部 

に精近き両側に肘状のﾡあり。前胸uiの 

中央には不洞なる1縦係あり、そ の南側に は 

ﾡ大なる願徴多し。各納には9係の強大な 
る勝刻列を行し、列間師には従状突超あり。

翹箱は全農灰黒色のもの及び灰親色の地に黑 

色. 白色の小斑を交へたる ものあり,或は殆

Tm . ど潔色の ものあり 變化多 し。脚は全画に 
/が)上んつ 短き刺毛を散生 し,「磁は下*に曲れ 

る鋭き距を有う 後脚域り女く、前w、 

中脚これに次ぐ。至紙極めて豕硬なり。
第29画 オホ" ムシ幼培 ﾡE 14～25mm

幼当 ﾡは肥大 L乳白色に して脚を布せす。頭部は比岐的大に して資ﾡ色 

を量し、級逆せる色の人研を行す。B部第1節はﾡ本氏化し旅色なり・ 

野部の環面は明譲にして、miには横城を行するも、側mにはﾡﾡを行す。 

「部第1節よ り第8位主で藩太さをすも、第9位以下は念に大さ を淡 

中。眼部ボ端の 2協cは 3到の内山ﾡ状突起を有す。_

ﾡ長 老然せるものは27mm内外 .

三)経過習性

道南地方では成巡は5月頃より10月頃造發生する。早春より出づる成程は 

越冬せる ものである。大部分のものは丸太内に幼態で越年し、翌年6月 

師化し、7月a放曲となり、 外に山て新代探木を求めて産卵を行よ。昭和 

19年7月 1 日桁山郡上図村ワ川にかて多救の成強を探集した。成当は皮付 

丸太のﾡ皮面をﾡみそとに1商究ﾡ卵する。離化せる幼経は直に材部に穿孔 

し、 年の多は大部分 5〜17mm の大さ にて越年する; 本種の穿孔は最初 

細合 も間の成長文る忙伴ひ漸次太く なり、成蟲となり て脱出する頃は孔使は 

9mm 内外に地する。幼当が材中に於ける会期間の活動はﾡめてﾡv。本団 

は道南地方では啓蟲朮年 1同我生す る ら Lいが、政数の我生期が長期間に重 

るが如く、共生活は不規則なもので年中成、幼数態の も のが發見され 

る。成当のお命は知られてゐないが可成り長いものであるら Lく越年するも 

のもある。材部を穿孔中の幼蟲は,孔口 よ り木帰を排出するので、共が在を 

知ることが出楽來る。放当は桜書樹の新代根スは=レ、ヤナギ等の樹液に集る 

背性があろ。

15. レキスザウムシ ・

ﾡ名 Hlyorrhynchus lewvisi Blandford

所局 , 納効目 象か数科

分布 北海道、本州

被害植物 ブナ、 イクヤ、ハンノキ、ハル=レ 
\ ﾡ

(一 被害状況

本種は道南地方では, ブナの衰弱木. 伐倒木等に盘入する。成数は皮部よ
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り眞直くなる孔を穿ち.1〜5cmに達すると産卵する。加化せる幼蟲は材

の炎軸に沿ひ上下に不規則な長孔をﾡりて食害するの で材のエ公的位値を損

(二> 形 態

成種 ﾡは細長き回形にして灰ﾡ色を呈す。頭部には責毛を生じ、雌の

額は圓味を灯するも,雄の額は窪み少しく長く吻状 

そなす。両収は夫々2分せられ、上方のものは下方 

○もの り 大なり、前胸がは正方形に近きも、前後 

は回味をﾡぶ。ﾡ納の月ら中央」り 後方に不規則な 

る帶狀部あり て、未ﾡには短き資毛を製ふ。

価長 4mm内外

幼当 乳白色にして老熟せる ものは 9 mm 円外 

(三)毎過引性 ・/

,昭和19年9 月 4 日北海道他田郡ゼ飯村水無ブナ林 

內の前年度の伐根中にて、成務及び幼曲多數採坐し 

な 動上り見て、本種は 成始及び幼曲に て越年す る 

こ と 確質で ある。成虫6〜7 月 頃と も 多 く外界に 飛翔し、 明 木伐倒木等 を 

求めてな入する。本種の生汚は渋不規則で各期を通じて成曲、幼曲態のルの 

が混楼する。本種のﾡ入孔の直径は'1.5 mm 内外である。

16. キノヒケナガザウムシ
単名 Caccorlinu oculatus Sharp
所属 利翅 目 長象科
分布 北海道、本州 ・

(-) 被害状況

本種は直接プナル太に加害するものではないが、夏秋の候成独はプナ材の 

ﾡ朽商であ るラゲカハラクケ Poystiets lirsuts Fr.の 子査ﾡな企 Uて 

るので、之が砲子を間に附して体播する作用をなすが如くﾡ察される。殊 

に アラ グカ ハラタケ は ブナ材 を烈しく 腐朽せしめ、 材は 白ﾡれの ﾡ歯とた

第31k1
キノコヒゲナガザウムシ

り、柔軟繊維質と化する恐るベザ菌である。

<ニ 形 ﾡ

・成曲 間は細長く、ﾡ聞形色くは赤色にして、背面に次白毛生し 

小無紋散在す。頭部及びﾡに灰白毛ﾡ生す。口物

は短く前友其僅から狭まる。ﾡは短く、第1〜2 

面は納太きも9〜8歯はは極めて細長く、第9位は怖

廣く、略四角形、第10節は横位、未帆節a前2節を 

合 したると等長。i胸部はﾡ長 く 前方に向って秋ま

り、後深にては暗色を呈して灰白毛少 I。ﾡ納には 

粗大なる城刻ある縦溝列を具へ、多数の黒紋 を府総 

列: に散布す。船の腹面及脚はﾡﾡ色なり。脳節には

自モを行せる赤ﾡ色部あり。

闇民 9 mm 內外

(三) 経過日世

本ﾡの経過習性は未だ明かに されてみないs 9 〜 10 月頃成歩は道南地方で 

は. 土場に卷立せるブナ丸太の腐朽部に生ぜるプ ラゲカパラ タ ウの子實間を 

交してゐる。勿論この他の菌の子實関をも食すると思はれるが、成当は比較 

的活旗であって、物にﾡくと脈落する性質がある。常に腐朽材や新鮮材の卷 

立土場を步行してゐるので,共際腐朽菌の胞子を順につけ他播！^る機會が多 

いものと考へられてゐるo、' /

ﾡ参考と して以上の外ブナ材に寄生するもの、ブナ材に飛來して交尾中の 

もの及び産列中2 ものと 掲記すればの如くである。

所 ﾡ 1. 稲 名

ッ ッシ ンクt科 - ッッシンク ヒ (新用)
IymSナyloバid3s I fダ""" ""

■ '
カ キ り科)ヒゲナガゴカミキリ

cerambycitiae Aalintnid/itur'ata Bates

ア =* 一* **一 I Ik I > |■»■ I ・ ・wヤ**マママでママさ ・7®アマママイマでコママ-マママ-- 
後 な 状 分 布

プのﾡ損*に恋入し 北海道、欧用 
不規則な孔道を$つ。

I (6/I 194生)

プナ側木に飛楽ナる 北海、ボ州
(5/X 1944探で) 3身
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所 ﾡ ﾡ 1 名 後書映況 分 布

カミ・ッ科
Cerambycitlae

1 ゥ スァッ マカ ミ キ ッ 
(クテスジーグラカ キ リ)
カル 3s scttt/is けates

ブナ倒木に飛楽ナる
(V-T 194採P集) 

し

北i湖道、 本州

/ ニハンノアワカ ミキリ 
ハンノキルリカミキリ)

Pornglnea chryroclloris 
Bates

ブナ、ン、ン ノキ.上に飛

米ナる。 .
(WI 1914採集)

北湖、 
四図

*州

バ

中ノ コギリカミ*リ
/riontus i/aris Mtotsch.

プナ丸太に飛來する。
(2一7/(I 194探災)

北i湖遣、州木 
母、初郎

ゥ ・イロ トラカ:キリ 
ギ/otrccltus albitis 

Hates

プナー、 イクヤ、 シナ丸 
1 大に飛楽ナる。

(2 7mII 1944採災)

北iﾡ道、 木州

(トコバネカ:キッ
Penhactts "<バがく"
Harold

ブ丸太に飛楽する°
(7/WI 104探集)

北渋述、 
四図

木州

ピルリボシカミ:キり
Raratia batcriIfarold

ブナ、イクヤ等の新酔
丸大に飛ナる。・

C2-G/HII 1944操)

北海述、 
W図

本州

(り〕オ アヲカミ キy 
C/oriolnwt (laliodes 
Bales

*

プナ、 イクヤ、 七 ン等 
の新材に飛米ナる。

・

北海道、 
九州

不州

スウスバカミキリ
Mlegoウis """/J \hite
l /
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2. ブナ材孔数の触審状況及ひ盛入時期

A ﾡ審ﾡ況

前祀のプナ材な孔恩；被害には次の型がある,

(1) 材中に深く M入して水不若く は進日分枝孔を造るもの(ヤチダモナガ 

キクヒムッ、 ヨシプエナガキクヒムシ、 クスノオホキクヒムシ、 シャウフス 

キクビムッ、 ルキスキクヒムシ、 カシハノキクビムシ、 レキスザウムシ)

(2) 材中に深くﾡ入してﾡ子孔を作るもの(ミカドキクヒムシ、ブナッツ
. ・

キムシ)

(3) 材に深く恋入して』孔を作ろもの(シナノナガキクヒムシ、 オホ) 

ザッムシ)

() おにﾡく鑑入して共同孔を作るもの(ヒメッッキクヒ、シ フケイ、 

ブルキクビムシ、 サカクレノキクヒムシ) ・

(5) 樹皮下にあり て就横孔又は之 よ り分枝孔を作るもの (ハンノ スデキク 

ヒムシ)

(6) 朽尚 p を 食 しﾡ朽書の N播をなすもの (キノコ ヒゲナガ ザ ウム 

シ)
以上の中象鼻燃 科に園する ものを除けば全部養菌甲翁(Ambrosia beetlc) 

呼れてろる長式曲科のもの及小公科の一部の ものである。これ等の甲当は 

ブナ材の炎画にく鉱入するものもあるが、10～20cmも深く基入して請所 

Pinholes を造ってゐるも もある。成当はその孔等内に及種の商、N期ちン 

y・ シブ1(Ambrosiffumng)接するものであつて、効出はこの直線を食べ 

て成す るのであ る。-ロにンプロッ 苗と 云つて も 種ﾡがあ るらしく、

執の方し種ﾡﾡに興つた歯をﾡ推してみるやうに選はれろ。際洲にﾡ 

するアンブロシア曲に關しては Neger共他に依つて可旅研究されてゐるが 

It種崎は人工が困難なため木邦では未だ一つの研究業替ない。

政当が羽化してパの地を山る時、幽子メは胞チを間につけ新しいブナ 

材に 道入 し, そ の曲特行の深 さ ま です る と 孔等内に 産卵 をチる。成遇ば做 

'\ "
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□いし

□#れ人 

函みは0な

S2ペたアンプロシげを孔零内に埼推Lて、幼当が新化ナる頃には充 

分” 絲が烫達 して、幼典が企べるに都合のよい校にするのである。 孔道門に 

於ける幼世の般は、アンフロシア菌,肥科となるし/.の如く、幼藁.して居 

ながらに上で樹木茶分を投材したﾡ統を食はぜる らである。そのため幼龜 

こがが相荷流受地りてたるにも抱らナ. 木材を穿孔する様なこ’となく、肥滿 

とてるのは断かる最高なﾡ養物があるからだとさてゐる。筋ってプナ材 

第当 (特に長小ﾡ当及び小数数)に佐る突孔の被客は広当に依つてのみ行 

はれるの cある。

フナ材'ク 孔経は! 听〃 な特 を冇 •てゐるがため、同 じ九太の中でもァ シ ン 

ロシア蘭/ 培”こ最 6都合の*い条件をへた部分に. %ナる ものである 

こ とが祭知されるのでめる。

次に丸太の如何なる部分に放 に多く 寄生す るものである か協明 しょう。 

松山郡上國村チヶ川模範林に

於て 昭和 19年 5 月 1 日ブナを9

本代探し18 m の小丸太場本を 

り、内2;本は政付丸太、20本 

は判及太と い 夫*前酬中i 

のブナ林下及び林外の例地土場 

に分割で立!: 6 ヶ月後即ち同 

年n月3日之等に寄生せる穿孔 

自の華人孔数を調布しなとこる 

第92～33Mの如 くである。

ﾡ同ﾡ中に大孔とあるはH

紙1mm以上クもので、それ以 

下は小北と i て取払つた。 ,

例へば小孔属するも のでは

ヨシブェナガネクビムジ、 ヒメ 

ツッキク ヒム シ. フブイゲルキ

品--

第32照
んた座型法 に依 る 富へ孔数 (株内谷立) 

県朝都8年 3目6 ケ月間のな4営孔動)

-36

丸太座理方法 に 依 る ※ 入孔ﾡ .(林外郡地卷立)
(1I利119年 
\明和19 6 ヶ月間の%kぬ孔)5月1日

3 月6日

クヒムシ等である。

以上の表で明かな 糅に、皮付 

九太及制丸太は共に林内#外 

何れに往立した場合でも、丸太 

の下半後に窗入したものが、上 

半部に武人したもの上 り断然多 

く: 丸太の木ロにﾡ入したもの 

は扱も少い。

地上に横たはる丸太に對する 

穿孔程期のい害部は、地面に接 

した商に著しい こ とが明藤と な 

つたが、これが原因はブナ丸太 

○上4部は受光量が多く、下半 

tよ りもく乾かして水分を失 

ひ幅朽し易い傾向にあるので、 

等礼数新がっシブロシブ歯を埼

するのに、都合の悪い低件が比災的く到來するためと思はれる。商して 丸

太の下半部に延入 

する種類は、まと 

してヤチグモノナ 

ガキクヒムシ、シ 

ナ ノナガキクヒム 

シ,、ブナツッキク 
ヒムシ等の大礼を

穿つものが多い。

次忆 5 月 1 日俊 

探丸太が、6ヶ月 

げcどの位の寄生 第34回 プ 材 ギ孔ﾡ疫ずﾡ地 (I 工林内ﾡ立) .
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をけるものでめら2 

か、上表からその当孔 

数を求めると、林内徒 

立皮付丸太の不均曲孔 

数は535、同側度九太 

のそれは448となつて 

ゐる。又林外裸地卷立 

は皮付丸太の平均恐孔 

数は226、同剣皮九太

のそれは48となつてゐ 第35圏

ブ " [―J大砂柱ばロ*

A " 函②,人n救

ベ ピ ——太夜付九な
金 . —— 徐利れ人

八
来)

一
木
常
平
均
地
孔
数

ブナ材穿れ必教生状喩地(U林外以地土奶)

る。即ち朴内、林外何れ に 卷立 した 

場合でも 皮付丸太 は制皮丸太 よ り当 

孔數が多い。然しその弟は林内では 

存しくないが,林外では著しい差が 

認められる。

又皮付丸太同志の林内卷立 と 林外 

卷 立 と を比桜す る と林内 彼立九太の 

平均患孔數は林外裸地」二場に卷立 u

なものの約2強を示し、剣皮九太 

同志の それ と比核すると、朴内金立

九太の不均曲孔救は、林外裸地士場 

に 谷 立したものの9 倍 となつてみ 

る。即ち林内は林外の裸地土場より 

独崎が者し。これは林内には伐採 

木の桜係、木木,共他湖無樹,)枯出 

風倒木、掛木等が多数散亂 してゐて 

それ等 を溫床と して終しつつある 

当が、新伐採丸太に好んで飛來する

ためである。林外はダ孔当の様心地からぼ々遮ざかるにつれ、形に放行が 

減少する傾向にある。につてブナ丸太の土場は林地より出來るだけ遠くに設 

けるﾡ、当衛をれ間ろことになる? である。

次にブナ材穿孔員(乂小直為及び小公公)が丸太に岩入すると、共孔道が 

先成する主では盤んに木同を排出ナるので、その色似、新ﾡの度・ 量・ 開孔 

部周浸の木舟の附差多況、並に送入孔径か大小に依って,弊孔の進度、被害 

程度及び稅類を制定する ことか出來る。蠢入孔毎り大小は種類屈に異る もo 
であることは木章第一項を參照されたい。又ブナ材穿孔m類は小巡丸太より 

大極太に好んでﾡ入するものであることは第36聞に示す通りである。

B ﾡ入時期

ブナ丸太の弊孔当は火期日内の伐倒木、枝條、根株、ﾡ朽木の他の丸

太材申又は掲皮下で雪中に越年して n

ゐる。 5月頃になつて温改な日 

が績く と飛翔し初めるが. 道商地方 

では 5 月 は未だ無沼が低 く、10時の 

不均が15度以下なので、本格的に成 

曲が潜所を出て新にﾡ入すべき丸太 

を求めて活動を例始するのは、6月 

に 人つて から である。吾々の調の

• 斜県では5月hのプナ丸太に到する 

穿孔建の底入は 皆無に近い %のであ 

つた。酸って道南地方では, 5月中 
の入は何等考ぶの必項が無い。

6 月になつて日 Hの須品が1ぶ圧生 

超える様になると、弊孔曲類の 活動 

が非常に旺盛となり、各九太に飛期 

して來て新な意入孔を穿つものであ 

る。

第"7団]
ブナ 伐採味 期制 農 孔数 比較皮 付丸 太 

2山郡上國村字早川換範林
林門 ( 1) 金立

凡 例
5上句探 ——8月上仙役探
7月上仙伐探 -10 時 氣 温
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ﾡ山郡上図村地方では日 中 10時の不均料混が18度 を超えてみるやうになる 

のは6月10日頃からで7〜8月は毎日、9月は20日頃主でである。 大にプナ 

丸太の伐探時期別に独孔数を比核せるに、第87出の如く であつて、5月1日 

伐採丸太は 5 月中の富入が無く 6月から開始される。

7月上仰伐探太と 8 月上旬伐採丸太 と を比校すると、8 月上旬 伐採丸太 

は斷然気入孔が多いが、9月になると著しく少くなる。

‘10 月に入つても尙多少の送入は認め られるが、共数は氣ﾡのﾡ係上さしく 

少ない。踏つて北み道南部地方でプナ九丸太の容孔数の触害を受けるのは、6 
月10日頃から9 月20日頃全でである。

次に槍山郡上國村字石崎

に於ける5ヶ年間の氣候闾

を示せば第 38 圖の如 く であ

る。

以上の理由 に依り,ブナ

丸太の逃材搬出は9月20日
頃iから初め、翌5月中に

完了レちに製材ぬ分する

ならば蟲害け殆ど考慮する 

必要がないことになる。

3. 穿孔蟲の發生 と 通木 との 關係

通木 (トホ シギ) と 云ふ言览は林學か公用語と はなつてない。北海道南地 

方のブナ材撃者のmで用ひられてろる言鋭であつて、著者が通木と で 1
當てたのである。書からプナ逃材業者は、ブナの繰業が繁茂してる時期に 

依倒して置く と、樹ﾡの水分を多量に蒸放させて仕舞い、 非常に材が超 な 

るのでこれを逆木と云った。阳つてブナ材の樣に、生では水中に沈んで仕舞 

ふ校な木は、との力法でﾡ倒し林内に放置して置いて、しばらく經つてから

丸太又は容材に注材して、流送すると よいと されてゐる。

間して道南の政地材求者は通木を行つた丸太は、穿孔装の寄生が少く、且 

つ變色及朽 も少いと 主張ナ るので、果 して事賞であ るかどう かについて試 

殺して見た。

椅山郡上國村字早川模範林に於て、昭和19年9月 8日ブナ10本を伐倒し、 

共ﾡ林内放置し、同年10月7日、11月7日及び翌年7月23日の8回に重つて 

夫太の期間にけ る寄生後孔数 を 羽先 したところ第1 表の通りである。
• ー ・ I

第1表 通木に 依る 笈 人 試驗 (一木は不均は孔ﾡ)

・和194 9月S日 伐倒 Lﾡ村R川際範林

供氏 不均 不均 役倒プナ樹ﾡのﾡ久孔最

日 wt叩間 上 牛 部 下 e 部 t
合m計

ﾡ均 
間L

木數 i型 樹高 仮帙Vレ為 大孔 小孔 大 小孔 ' 大孔 小L 當數
cm

s/K 1914
m 0～1.8 s o 2s 0 31 o

1.8～3.6 4 0、 23 0 27 0 27
3.6～5.4 4 0 20 0 a4 0 24

10 36 20 5.4～7.2 5• 0 20 0 25 0、 25
ヽ 7.3～9.0 1 0 14 0 15 0 15

ん 計 ' 22 0 100 0 199 0 193
ida 比 率 iss S56 100% os

; /X 0～18 0 0 4 0 4 0 41944 1,8～3.6 I 0 5 0 G 0 6
3.6～5.4 0 0 3 1 3 1 4

10 36 54～7.2 1 4 0 5 0 5 ・
・ 7.2～9.0 0 \ 0 5 0 5 0 5 ’い.

計 2 0 21 1 23 1 24 5■ 7/194 比 率: S% 02e 96s 4%
10 ■ 20 ' 7NI 0～1.s 5 1a0 1r 15 1 "6| • 4

•
191 1.8～$6 8 19. 18 17 26 ! 36 62 ： ・

I i • 3.6～54 6 18 9 33 15 40 5571• 11 5.4～7.2 5 15 13 15 18, 30 48
7.2～0.0 ? 15 15 19 22 34 56

ノ * t 31 ! 80 67 86 98 166 264 532/VI -ン 一 -" J1 1 1945 22% 582% 892% 69%
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以上上 り 1本営り 1匹間 (長さ 1.8 m) の不均当敷は "/K〜7/X間は25、 

7/x〜7/1間は5となつてろて10月中の鑑入は9月中よ り非常に少い。

之は気混のり係からであるととは、前項をﾡ照 されれば客易に祭知し得る 

cとと思。更に 7/1から翌/23/uI 主での当孔数を調在したところ53とな 

つてみる。又昭和19年10月8 日同所にかてブナ9本を伐倒し、11月7 日之が: 

被害 花 調査したとと ろ無被客で あつたも のが、翌年の7月24日には第2表の 

如く 1本1証間営不均芸孔数99となつてゐる。I
第2表 処木に依るﾡ入氏験

・ ・ 昭和19年10月8日役倒 同411月7日ﾡの際無破木

T均 T均 なへ
m

延入礼ﾡ じ例 ブナ樹ﾡのﾡ入ロﾡ 一小

目a 調fEu&間 上4i 下生i
合it

の%均
I間L

本ﾡ i径 樹6 畤购 役H"り6 大 小L 大孔 小L 大孔 小L 硫ﾡ
- cm - m 7/】 0～18 X 1y 1 '30 4 43 5 4s1944 1.8～3.6 10 7 , 43 10 5 ・ 17 70

3.6～5.4 333 i G7 8 99 11 110
4 33 , 1 5t～7.2 55| 5 06 6 121 11 132

7.2～9.0, 42 1 0 8: 9 124 9 133

24 ﾡ 1044
t 152 16 288 ッ7 440 53 493 99

比 率 34% 66% 99% 10%

2 るに通木2場合でも通し太でも、11月初から翌年の5 月末史では新 

し く 容孔曲の査入は受けないのであるから、i記ら8及び99の曲孔数は 6 月初 

めよ り 7月 ド何までの寄生当孔救であるろと云へ上 う。

之を昭和1845月 1 日代探し、同年8月4日に調した林内谷立九太1本 

営不均59c比較すると何等電 り かない。阳つて通木に依る丸太に建害がない 

と 云ふや うに なとこと は全然無い と 云ふ こ とが判明 しな。

變 色 菌 との 關係 に 就て は 後ﾡ cc 設明す る。

4. 祭孔 数の彼生 と ﾡ枯 と の 關係

ナ ラ材に寄生する ヒラタキクヒムシ (Lyctus) は、 木材中のﾡ粉区を食する

一-42- 

ものであるから、材を彼枯して滅粉質を除けば被衛を発れ得ると云ふこと 

は、炎図の Parkin.E.A.の研究がある。そこでブナ村に%生するキクヒムシ 

やナガキクヒム シに も同様 •り現余がある や否やを知らんと したのである。

昭和19年9月 6 日 石崎校ﾡ林に於て、ブナ生立木目通血極35〜49 cm10本

に ついて な枯 を行った。彼ﾡは12 cm 深さ 6cm ﾡ度となした。

質行の結果昭和20〜21年にかては 1本の枯死もなかつた。然! 21年度に於 

け る樹葉は極めて小 さ く、映は"く 紅葉 し非常に 衰弱 して※た こ と は認め ら 

れたが、22年度に到つて若干ﾡ死するものか生じた。要する こブナ樹の如く 

数材と心材のﾡ切がないボでは、上記の如き卷帯を作つて も樹的の中心部だ 

けで長 く 生活し間ることが制明した。勿蹤卷枯法を應用 して樹勢がへた場 

合でも、友小延装や小類蟲は立木には殆ど寄生 しない。稀に卷帶の附近に最 

も小形な 小窓線 ○9孔は 見受 けられるが、何れ も 生活 を 持税 しない で股出 し 

た痕跡だけであった。以上の事實から前記のブナ材穿孔蟲は生立木には絕對 

に寄生しないのみ か、衰弱木でも 生き てゐ る部分に は生 しないことを知り 

得るのであろ。 ・ '

然るに卷枯法を應用 して弱せしめたブナを代探して得た丸太と、普通丸 

太 と の却客 に 對する 感受性について調査 した ところ 第 3の如き 結果 を 問て 

前 a は後 皆 より 著しく 経害 を 受け 易い もので ある こと が解つ た。

第3表 ブナﾡ枯丸太とﾡ理 地太との 塔孔數:網

椅山m； I: 園字早川模範林 昭和204 7 月27H 伐探谷立同年10J23日調正

狀验 丸 太 丸 太 丸 _太 の

合t型 僕が1*NG 上m 下4 F 部 *m 計

番就 力 法 木數 *=u 大孔小孔 大L 小孔 大小 大孔小

I 公
cm2 31 3 4s \. 20 3 3|10|70 so

無 ﾡ 理 3 33 ' 3 4 4 13 1 6s21 29
2 32 ! 17 34 25 60 1|5 43|90 142

I
ﾡ 虐 ﾡ 10 27 34 5 9 丨 ；0 2 8 14 22

T均
枯 - 32 10 41j 40 15 : 1 4 \26 5 111

無 ﾡ ﾡ -30.j 3 4 11 5 0 i 3 26
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IV フナ生立木の含水率

プナ生立木の合水率にﾡして若干の記ﾡあるも、手節的の消長にﾡしてﾡ 

Q•m布せられた ものは見當 らない。著者はブナ材容孔当の九太に数入するの 

は材の乾煤; こ君 くものなり や否やの關係を明 かに せん と す る第一手段と し 

て、先づ第一にブナ生立木の各水卒の季飾的消長を次の方法に依つて調在し 

たら

供試木は毎季目通直径 30 cm、樹商高 19 m 以上の ものを2～3 本宛選び地 

上 30 5 より 欠倒し. それより1.8m置さに厚さ2cmの叫板を取り、商市 

北の側よ り中心に向ひ、長さ5cm*幡2cm*I2cmの供試材を所側2M究 

と り 現場で加 aを測定 し、後乾爆牌で解し其定を絶乾無朵で除して 100倍 

し含水率を求めた。

即ち丸太の最も外側か ら5 cm に至るげ及び 5cmり 10 cm に至る問の 

合水を測定し、幣北兩面の平均を求めた。特に丸太の外側から 5cm 至 

1OSm の含水况を求めた理由は、穿孔蟲の深変が丸太の外側から 10cm の範 

网が坡も 多いからである。 に立木の中心部の合水量は測定してみないので 

立木の 真の含水 お と は 多少の 差異 あ ること は 云ふまでも ない。然 しプナ樹の 

合水事の柳 向 を知るには充分であると信する。

測定の納果は第4後の通りであつて、外側の 5cm 位は各季節共、それ上 

り円側 5 cm 間の部分よ り 少し宛含水率が多い。即ち 丸太の 中心部 より クト側 

にづくにﾡつて: 含水率の高くなる傾向が明瞭に推知される。

第4表 、 生 立 ブナ☆水 神 の 季 価 的 出 長

悶位出所 北海山m Lﾡ村A川ﾡﾡ林

：,1" 37 i iG x i 硫 丨 7/1
- ----

☆ 水 卞 内側外制内仙外制内間外側内(外側内仰外側内例外側内間」外間 

南北明画不的令水 84.1,901 7p.1l86,060.50306S870:0,67.1 71.073.8177.377.41830 
ﾡ不均合 水 率 87.1 80.5 62.2 09.9 , 69.1 75.6 80.2
--------------- 一 〜- --- -- - ------ ・マ-----   ---------------------

タブナ樹バ含水率研均は11月上伺から翌年5 月上句までは80%以上である
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が、7～9月は60%～70%の間で合水が少くなり、10月になろと756%で

少 し く 上の 傾向にある。以上の傾向から測けするに、ブナはX季多救の* 
来ﾡし業葉価の蒸間がﾡ終なため、樹M内の水分は秋』の落葉期 よ り もナ 

るものであ らふ。

プナ樹の合水はシブロ シ甲曲類つ寄生とﾡﾡな開係がある。これは 

代倒丸太の合水がネ し く 減少す ると、ブンプロシ ヤﾡの繁に不越と な 

るからである。ヌ装色断やﾡ朽画はブナ材中の水分が少し、合水率が202 

以下にするﾡはよ く發育するが,合水率が20以下になると役育が停止ナ 

るのである。
合水率80～50%附近は製色歯もﾡ朽崎も發育が証なであるめ ら、依倒丸太 

は如何に處理すれば氷分を減少しないかを工夫することが、ブナ丸太の保存 

上出 要な要素となるのであるから、この題の論mは後べで返べる。.

V フナ材變色画
/ 、

プ ナ材變色商 を 詳しイ研究 された のは北ぬ君三 博士であつて、本州にかけ 

る ブナ材愛色曲は ブナク ワキカ ビ EndocoriidioPlora Butae Kitajima であると 

發表された。北海道前市地方のプナに寄生するものは、ﾡ井ズ次博士に依れば 

本州産の ものと契りェマッの 打ﾡ商 Cerdtaftomndla Picea Mineh ならんと云 

s。何れにして も阳球の性質は類似のものであつて、ブナ材に釣し同校の基 

色を起すのである。

1.變色菌の特質と被需狀況

北派並のブナ材に殺生する契色商はェ ゾマツの涛経芾であることはやこ述' 

べなが、従來本ﾡは カツ、 クロマッ、=ジマツを主としヒメコマツ、 ァ 

カェゾマッ、 ヒノキ、サハう、 コナラ、ハリギリ、 ホホノキ、 マメザクラ 

シラカべ、 イクヤ、 力へデ等の材にも製色を越させるととが知られてゐる。 

特に松材については西門義丁、山内a西術氏、ブカマツについては北ぬ君三 し
博士ェジマツについてはﾡ内市彦博士、坂本正幸氏、逸見武塩博士第の研究

、 -45-



報告が あるが、ブ ナ材が本商に 依つて變色 を起すことを 提唱 されたのは 型井 

事次博士である。地井博士は當場の嘱 託と して、道南地方クプナ林を調在さ 

れて發見されたものであるか. 主だ詳細なﾡ炎はない。 、

ブナ材中に本歯がﾡ市し老成した歯ﾡはﾡ色又はﾡ秘色を品する。本uの 

分生胞子には GraphiumzCephalosporium 型及び Cladosporium 型の3型が 

認められてみる。Graphium型分生胞子は被材の面に多数形成されるが、 

一種のﾡ子ﾡ求であって小型の ものは数木、大形の ものは數百本の ものが結 

合して. 共の先端に1今ﾡになつて無数の分生胞子をﾡ生するのである。指 

子ﾡ東の先端は無色スは淡色であるが、基部は小形の ものは淡褐色,大形の 

ものはﾡﾡ色を星するととが多い。Ccphalosporium 型分生胞子は無色納山形 

又は慶椭 皿形で, 兩端细頭であって Graphium 型分生胞子よ り も大型であ 

る。Cladosporium 型分生胞子は分生胞子又は 了義胞子が發芽 して, 第2分 

生胞子を形成する際に見られるものである。

本ﾡの予ﾡﾡは被書材の表面に形成せ られ、底部は正球形 文は僅かに 扁珠 

形で黒色 を呈し、ﾡﾡ色の蘭終を継絡してゐて全體はフ ラ ス コ状ヌはク プキ 

状である。過見博 

士に依れば珠部の 

高さ並に直徑は 

105～225/ その顕 

部は細長く眞直で

あつて、 先催に 

織毛間を冇してゐ

る。頸部の長さ は 

650～1950/、価 

は先端に於て3〜 

18/. 基部は5〜 

55/秘座のもので 

あろo

第39圏 プナ丸卒色曲の發生狀況
8月4 日役探、9月9 日撮影キ向って左は木口 10cm 切斷)
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ﾡ毛ﾡは無色10～15来生し、20-304の長さを有する。ブナ材•上に於け 

る木ﾡ○予ﾡ扱はﾡ大ﾡに伏つて制然と見ることが川來る。

& 手代倒のブナ九太は約 1 選l位で木口miにﾡ々と外懇的に背ﾡの我が 

見られる。このものは拠色ﾡ生の初期で»つて、曲総の發由した部分を除 

去して見る と. この部分はCに初ﾡ! 而かも その變" 內部深く侵入 I、抑 

色の條加を生じてゐるのか常である。ﾡ日が経過 ると木ロ面は色の細粉 
\\

と細粒が附ﾡしを被つた校になる。こうなつァ木ロに指先 ﾡれて見ると 

丁座沙のな感ﾡがある。これが即ち子實聆の一型であつてクワイの様な 
・

鈴好を した子妻歳の無ﾡに併立して形成されたものなのである。こうなろと 

變色歯は木ロから材の深ﾡにまで従入して、神拠をﾡ! て色沟 は不良 となり 

材の利用ﾡ価が著しくHﾡしてく るのである。然し現在のﾡ設ではﾡ色が起 

つても、材の物ﾡ的ﾡ皮は塗材に比べてﾡ色が無いと去はれてがる。

2. 變色菌と含水率との關係 
・ r ・

北派道商市地 力。 プ ナ 材變色歯即ち エソーッの 1 契 歯 cつvて Lcbcdcff 

氏が研究 したと こ ろに依ば、本歯は合水率が18%以下又は90%以上である 

場合は扱前が不可能で2つて、商ﾡ成長の過水かは30～5%の範Mlであ 

り . 分生胞子を生流する最適水分は55～656の範画であるこ とが明かに され 

てみる。

乂 北島君三 曲 上が木州の ブク ワ t カ ビcつい て調ﾡされたと と ろに依れ 

15%以下の合水ボでは謎色歯は狼市しない。19% 附近よ り 發育する も. 31 

%内外逢は契色をす前座とはな らナ、87%にiすると前ﾡは磁烈な我を 

なし材の基色を楽すと云よ。

以上の如く 製色商～彼坐生はプ材の谷水率と称接なﾡ係があ ること が解 る 

が、之に關しては更に後章に於て詳述する。

3. 變色•菌 と温度 との關係
/ '・

ブナ材變色菌即ちエ ゾマツの宙變菌と混度との關係について Lebedeff, 氏
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の研究せる と ころに依れば、髪色蘭の最住成長逕度は 5 〜 7C 及適成友温度 

は23～27C、最商成長退度は85〜87Cである。而して捨山郡上國村石崎に 

於ける 1 ヶ月の不均氣混23C 以上にﾡす るのは第32回Iに示すが如 く8月で 

あつて, 同月は裁色画の扱も彼育にﾡする時期なのである。

4. 變色菌と通木との關係

第I章3項に於て逃べた通木即ち昭和19年10月 7 日及び11月 7 日に俊倒せ 

るブナ通木につ 

て、昭和20年7月 

24日俊りロよ り上 

栃に向り如何なろ 

程区色が体入せ 

るや調布しなろに 

何れも 1 米内に 

迷した。この事賞 

に依ってブナ通木 

は變色落防止に方 

効でないことが解 

る。ﾡ路的に考へ 

ても通木に依って 

ブナ材巾の含水率 

力:早く減退するの 

であるから・ 本 

2 第項の設明のご 

とく随色菌の侵入 

が常然起らなけれ

ならなY普であ

る。 第41図 孔 と ﾡ色 と の【係 (ﾡ色の遣みた るものう

5. 菱色出と 穿孔描及び運材中の瑕疵と の係

ブナ材變色曲即 ら エゾマッカ待迷苗は、キク ヒム>類の挑介に依つてェジ 

～ ッ ﾡに 弊たれた 孔道内 に 徒入 して、樹間 を 描死せ しむるものであることは 

Runtold氏、沼田大氏、河野独道博士等の撤書がある。

本州産ブナ材穿孔経類の進入せる孔道よ りブナクワヰカビが侵入して、村 

の變色汚染をなナこ とを報省したのはﾡ成範ﾡ氏である。

岸木 が北海道南地方の ブナ 材について ﾡ在 し た制県、ブ ナ村 とェソマッの 

青ﾡ出 と のliに も 岩成氏の研究 と 同 段の事實があ ることを 硫認 した。ブナ材

孔当想は繁ﾡのため. 新ﾡ九太に獲入してチ孫を繁して仕ﾡと、孔 

道内 e 變色菌 が侵入 し て行つて、材深 く變色を起ナとと は第17国に示ナ と 

ほ りであるo。
從來随色曲は一般に 丸太の木口 よ りのみ従入するものの校に唱・ られてポ 

たが,著者の測非したところに依れば、弊孔独の北道の外に型材の1性や 

御れからも使久入することが明談となつてるるから、特に点を使ふと せ は出來 

るだけ丸太のﾡの方に打込み、 九太の中央部にはH來るだけﾡを作らないと 

とが望生し。

u フナ材の フケと 廊将 と の開係

ブナ材のフケと朽とのW係にいつては協井幹ﾡ氏及北ぬ科三博にの#省 

がある。"
フケと会ふ現像は材②にﾡ化と楽せるのみで、外觀的には健既材と大藩 

が認められないが、各都の力をﾡの他馴材と比段士北は、そこに大なる弹を

じその和織内に多つ尚終を認め られる ものである。、即ち未た眞の物朽と 

云ふ迄には至らない輙微な程度の席朽であつて、所描然されてゐる と云 ふ 

心の俗稱である。つま り初步或は先軀狀他にある現象であつて共原因は大部 

分苗の作用である。この現象はプフーの伐採後共細胞力 未だ生き でなる時 

材部に 發生す る もので、外復的には炎画赤ﾡ色をﾡびた線状えは種々の形の

-48-
-49-



多数の力紋が現はれ、共部分9細胞内には心材物質スはﾡ充物質がﾡ置され 

てみるものであると設明されてる。

ﾡしてフケを起ナ商について研究されたところに炎ると ムラサキウロコク 

ケ (Stereun PurPureumn Pers), カコブグケ (FyPoxylon coccineun Bull)、ブナノ 

クロコ (Bispora monilioide Corda). スエヒロタケ Sctizophy/lumn commune FR.) の 

4種がﾡけられてゐる。ブナを伐採すると、これらの歯の何れかが先づ材の
・

•求面に淡く發生して フケを起し、後;,町の腐朽を起す新々な腐朽菌の筋引と 

なるのであろ。

要するにブナ材を叨ふところ 

の 菌 を二 つ に ね分する こ とが出 

楽る。 一つは新ﾡ九太の炎面 

にかみ潜生して難箱し.外衣に 

近い小部分の組墩を侵すに過ぎ

な"か. 攻は多内命に従入す 

るとも 細に 加密 し ないﾡで あ 

る。他の一つは木材の細機を徹

底的に 破壊 し忠 し、氏のl朽を 

招來する性質/菌である。フケ
レ 

は多 く の場合前加 者に依って起る 

のである。

一般にブナ材は般初に フケが 

起 り ・ 秋いて眞○朽 を招來す 第42団 r チダモナが # クヒムシ のw孔

る性質の曲が襲ふのか用通であ と火朽商の侵入状 

るから、プケは 岡朽の開でめあ る と 和せ られるのであるo

VI 材腐朽菌

ブナ材腐朽菌を述べるに密つて,-•徳木村腐朽現象について大要を知る必 

要がある。
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一般に木材ﾡ朽を起させる出知と 木材窩朽苗と呼んでゐる。同 ヒく 木材に 

袋生す菌でも、羽變苗の様な,ものは材中の激粉,糖加等を捨取して生活し、 

材を變色せ1 めるが材の細胞映を破ﾡする依なことはないから、村のﾡ座 

や物ﾡ的性質は殆どﾡ化をﾡへないものとされるる。ところか阳朽苗は木 

材細胞胶の主成分であるセル ローズ項物又はり グ= ン質物を溶解するのであ 

るから、徳朽材は物理的に も化學的に も著しい變化を蒙るの殳ある。普通府 

朽と云へば陽朽諾の似に伏つて材の細ﾡが完全に破坂せらる経過を云ふ.の 

であるが、歯の種類に伏つては細胞膜のセルローズH物をたに分解刊用ナ 

るものと、先に リグ=ンを溶解するものとに分けられてろ。而 して總ての 

木材腐朽 i?レノ發育に缺く ことの出來ない條件は (1) 過座 (水分) (2) 混座 (3) 

城推 (4) 空氣 (ﾡ) である。この4者○中何れかの1 條件でも決けると 

w朽尚のﾡ育は塗然不可能となるが、 反ﾡにとれ等のﾡ件が揃ふ、と木材の 

隅朽は急速に進むのである。過度は歯ﾡの生長に討してﾡめてnな株件の 

一つである。 、

氣は胞子の役ずに、ェンゲームの分泌上に、木材細織の分解に, 歯自身 

の養分通撤の爲に、ﾡ自の生在する物形成のなめに、候く ことが出ポな 

w。路つてﾡ燥は朽のゝ思するものである。然し乾燥と云つて も自 

ら 数學的な含水率の限界があ る のであつて、 位。 本燥は 却つて木 材ﾡ朽歯 

の役ﾡ を動長 ナるも のであ る こと を知られば ならない。笠井幹夫氏に 依る と 

大mに於て木の合水が:25%以下の場合はﾡ朽は起り難く、最も腐朽の起 

りめいのは23～42%見常であ り、cれよ り上になると崎朽は傾Vて米て50 

では殆ど停止すると 報告されてろる。例へば伐採直後の材の含水率が 80% あ 

った場合、之を靴燥して合水率が30～40%和座に滅退ナると、却つて儀朽が 

促されるのであつて、 «燥が更に進んで含水*が20%以下となると、大 

紙の材はﾡ朽を停止するものであることを知らいばならない。それであるか 

ら 木材を 長 く 保存せん とするには、 かに含水挙が20%以下に な る様に靴燥 

することが大切な譯である。

北海道商地方のプナ材には如何なるﾡ朽ﾡが主と して發生す るであ らふか
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営 ﾡば託円部堂氏 2調布に 依るとの如くである。

(一) 調9盗地

市都市翔付所在

北海合校東初工場ル代場

八•落林部印東瀬领作業所好木場 .

知內郡湯の里村所在

北進合板湯 ノ 里工場府木切

(二)か月日

昭和20年3月28日～28日

昭和20年7 月16日〜8月20日

(三) 調在木数

ブナ丸太 906本

(四)物朽菌の種注別木数 .

アラゲカハラタケの 子賞ﾡを行るもの 347木

スエビロタケ ク 340本

カハラクケ 4 192本

ムラサキウロコタケ 40本

共 の 他 198本

(五) 備考 同材 に 2 種以上の 予賞間 を 裂生せ るものもせるなめ 子賞 

開/a生本數は丸太總本數と一致せす。

以上の結果から見る と コ稀斑用地方 に 薪生き彭 ナ材の 陶朽爾 苫 してはプ 

ラゲカハラクケ Poystictushtirsutus (wulf)Fr. が最 も多く スエヒロクケ Schi- 

zoWhyllm coyimune Fr. が之にぐ。

次がカハラタク Polysticus teriicolor し.) Fr. ムラサキツロコクケ Sterew. 

AurPureun pers のwになつてゐる。

商してスエヒPクケとムラサキツロコクケ はプナ材の フ ケ を起す菌である 

こ と は前車: に於て述べたが. この小實に依って道南地方でブナ材の フ ケ を殺 

起する菌はとの2 種がその主な る も のであると 云ふと と か解る。

-ラ2一
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1. 主要ﾡ朽と其性質

木材の商朽山にりしては北島4三N士、、笠井燃夫氏、逸見武雄博士等の硏 

究報告があるので、こ、では本収告の性質上その梅要をﾡ数する。

(1) ラゲカヘラタケ Pobtidu hirnwu (wulf Fr.

本曲は道南地方のブナ林には實に多い。通常各を測亜樹の枯幹又は土木用 

材等に發生するが稀ては針葉樹をも發生することがあると云はれてゐる。本 

歯の阿朽は通常材郎から初まり、材の中心部に 向つて進む もので、海ﾡ 

白色朽を起させ材を烈しく ﾡ朽せしむる ものである。又本苗は丸太材のみな 

らナ生立木の他拠から使入して、生活力のある枝幹の選材及び心材燃朽を起 

させることは櫻彼、本、桃、林檎その他の測,樹で知られてゐる。

本苗に 依る 窩朽部は全保一樣に 晒 さ れ な被な白色を品し、系ﾡ なるも健全 

部との境界に幅取い帶紫褐色の變色帯が生ずる 許 り でなく、その變色帶と 白 

色腐朽部との境界には更 

に細く、濃色線が存在す 

ることが知られてゐる。 

逸見師士は櫻樹の福朽に 

ついて, 廣いﾡ色の色

彩は心材部の夫と全然同 

一なるこ とよ り定する 

と、該部は腐朽の進展に 

先だちて半活力を消失 

せる部分であつて所 

Invasion Zone に相営す 

るものであり、細い濃色 

線の部分はﾡ朽の初期と 

見倣す可せも のであつて 
/ ・
自ﾡれ状態なる前に一
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旦涙色を呈すナるものであると報告してゐろ。

本歯の予質 i ﾡ柄で牛聞 を品し、時に は基部霊生し背ﾡ状 をなしてろる。 

横径 20～5.5 cm, 縦優 1.0～3.5cm、 部の厚さ 0.4～1.3 cm 位で質であ 

る。表面は概して灰白色であるが、周数は資ﾡ色を品しﾡ毛を以てWはれ、 

明談な同心の輪ﾡを布し、眉間は屢々和深/満状の窪みとなつてゐる。下面 

は淡次ﾡ色で内部のﾡは白色である。子實協の外形は基部が昭く、周緣部に 

向って満次通くなり•遂に説利となる。

本菌は好高混のリグ=ン解歯であつて、その適温は3rC～35C. 限界低 

混度は 10C、限界高温度は 4gC よ り も為いところにあると云はれてゐる。 

又本曲は第 0 章第 1 項 (10) に於て記述 した通り その子賞閲が キノ コビゲナ

ガザウムシ Caccorlinus oaulats Sharp の企餌となつてゐる眺係上この当に胞 

子がついて便播 さ れ る機合が多い と恩ふ.。

(2) カハラクケ(クモクケ) Polysticts versicolor(L)Ir.
本商の子質ﾡの上商がが処色、ﾡ収色父は処色○総府をなしてるもの 

をクロカハラタケ (クロクモクケ) Polyotictus versicolor (L) Fr. var. nigricans 

Lasch と稲し、褐色で輪眉•が明進でない もの を var fucatFr. と稲する。

北道市の ブナ林では 阳所に 本菌の 子實間が 見 られる。 常 は 各種 巣樹 

の枯ﾡ、雑共の他土木用材にﾡ生して烈しい腐朽を起させる。時には針業樹 

材にも 發生す るとと が知 eれcる。木蘭は通常 伐採木や ﾡ 死木の材部 

に海締状、白色朽を起させるものであるが、後には材つ中心部ﾡﾡ朽させ 

るo,

修朽部は脆弱となり 非常に輕 く,その靴燥したものは粉状化するととが出 

楽る。

子賞ﾡはがから 6,月頃icかけて多数優瓦状をなして彼生する。 い場形、 

泻蹴形又は半 側 形で強匆な革質である。大さは横優1〜8cm、呼さは1〜2 

cm, 上面は短モを行し不かﾡがあつて明跡なﾡﾡを示してみる。色はU 
述べた様に灰庭色,淡褐色,赤秘色、帯綠粉色. 带紫黑色等種々 ある。下m 

は最初白色であるが,後には灰色～淡責色となる。

本歯のﾡ育の商混度は25〜30C、ﾡ派高沼ﾡは3638C. 限界低混 

慶は 4C位と報告されてろる。

(3) スェビロタケ (Scliizoplylumn commune Fr.)
木:'彳 は道南地方コプナ林にはじめて多い。普通土 ホ建ﾡ用材、電柱、丸太、 

枕木等に生じ、派ザにも針樹にも丞生する。子實屋は一見帆立貝の貝 

投を小さく した校な格ﾡで状をなし、表.'6は灰白又は鼠色で同色の触毛を 

生じ、変面には美しい放射状の将を具への色は新しいものでは業概色、古 

いものでは粘土色である。ﾡはその終部が2牧に向れてゐて、空が乾 

ﾡすると外方に 

推間 し、 沿ると 

相合して1枚の 

や う に見える。 

子實醴の横徑は 

3～30 mm. 普 

通10mm 位のも 

のが最も多い。

本湖の総に使 

さ れた材は著し 

く白され白色 

を 呈する。本歯 

第1国 プ ナ大に処色ビ とスモヒロク ケ の優生状況 

(8月4日採、 9月9日撮ﾡ)

に 依 る 腐朽 ゆ 徴明 なもので、ブナ では フケ を 起す 程度で ある。

本は外の影でに労する抵拡力が人であつて、 北め博士は 40C におて 

も旺盛に發育し 5C に於ても 發行する こと が出來ると發表してゐる。ﾡ本 

訓は低温にもﾡく※和々な防ﾡ剤に登してもﾡく、分布の非常に嗣い苗だと 

云はれてゐる。本出は プナの生材よ り:ﾡ乾きかけた材を好んで型ひ、白w 

を超 さ せ共被省材は重量 を波す る。、

(4) ムラサ キツロコクケ (Stereumm hurpureun Pers.)

本は道地方のプナ林ではﾡ々彼見されるが、前3者に比骸すれば造か

-5一



$45回 ムラサキウロコタケ

に少ない。 通常各種り葉樹の枯幹

枝又は丸太に生じ、その材氏部に 

白色朽を超すものである。子質m 

は号氏で革質 を なし、ﾡくﾡがる 

か若 く は置状を な して發生 L 輪 

活がある。1仙の子質ﾡの大さは 

径1〜3cm 位であろが、ﾡ育の 

初期に帶白紫色の球状小蘭絲塊に 

ﾡぎない。子賞屈は不で生時は 

紫色を帶ぶるも、m燥すれば龍次 

紫黙色赤用色乃至褐色となる。本 

商は死物震活物術生菌と して知 ら

れてろるが、特にブナ丸太に寄生 

してシヶ を惹起する曲である こ と 

は決に述べた通りである。

2. ブナ 北太の合水 と腐朽との 關係

季節を異に Lて伏探しなブ丸太を皮付及側皮の二つにﾡ分し、之を林内 

と林外とに夫々 分割 して 山積 しそ の 含水率の變化 を比桜したところ第5変の 

如き緒果を得た。

5 月上何ﾡ探のブナ九丸太は最初の合水事が80.5 %あつたか、之を皮付の儘 

林内に山積した場合は、 7月上価(09.0%、8月上(76.7%う、9月上イ 

(75.6%), 10 月上旬 (72.9). 11月上仙 (77.8%) を示したが、林外に卷立た 

場合は7月上イ (06.2%). 8月上i(71.72%)、9月上句 (69.6%、10月- 

旬 (58.64)、11月上仰 (65.2%) を示し・ 林內に卷立 した場令 は林外理地の 

土場に彼立した場合ょ り含水率の低下が著しく なW。換言すれば林内に山税 

しな方が. 林外に卷立た班合よ り丸太の水分の失ひ方が少と云ふととを意 

味してわて、 丸太の御朽防止上都合の」い乙とが解る。

獄別探時期別プナ丸太合水の清

昭和194～20年『 ォ山U上R村字R川ﾡﾡ林

第5表

\x さ

,月
(合水特 

林内ﾡ立

1 探 
80.52%) _
,林外卷立

7 月探 
(62.22&」_ ]

林内企立

以付ﾡ」

滴尸

林内な立

9 月探 
_(G3128) 
林内で立

1月父探 
(87.126)

G 水 率 

i定月日

河t
奥件

、ヽ 以付 何度 座付」 到 以け

河 
7月上仰 69.0

*
46.9 37.6 % - • テ

— -- ;下t

8上仰 76.7 43.S 71.7 41.7 7fo 65.3
1

一 一 一 —
•

9 月.上t 75.6 50.6 636 — 72.8 72.7 85.2 65.1 ・
- や

10月上何 72.9 59.3 1 5S.6 — 67.1 65.5 775 61.1 63. 10下仙 9s.4
11月上仙 2QT

77.S 39.1 G5.2 43.0 7S.3 $3.5 70.9 84.5 71.0 — -
7下仙 — — — 62.4 — — — — — *マ

注 1. 丸太の役探は5〜9分は9和19座に、1月分は20年度に行つた。

2. 木の寝子は何れ も 供が丸太10木以上の平均であ る。

物皮丸太の含水率の減少は、林円に山ﾡしな場合よ り林外課地の土明; こ卷 

立したものの方が著しい。5月代探ﾡ初80.5%あつた丸太を判皮して、朴内 

c置く と 7 月以降10月ﾡ林内では 43.8%～59.3%之を朴外に置 く と 37.0%～ 

41.7%の問にあつなた。1用上側皮丸太はﾡ面が非常に乾燥するので、表面 5 

cm 位ではﾡ色やフケには機分ﾡWが、日劇が著しく なるので其の网目か 

ら灰の府朽曲が内部に侵入し易い映動がある。商してブナ丸太の含水率が25 

%以下の 場合は、ﾡ朽は超 り 難 く 最も腐朽の起 り 場いのはS3%～42%見営で 

あり70hでは殆ど停止すると芸はれてゐる。隨つて剝皮丸太の含水率は林タト 

彼立でも、林内後立でもﾡ朽の起り易いﾡ件になるのは特に注目を要するM 

である。

又林内に谷立 し た丸太 も 林外裸地の土場に卷た した丸太 も ・ 共に 5 月上旬 

伐採したものは 7 月」二旬｝こ なると含水率が伐採當初よ り低下するが、8 月以 

降には一旦人つた含水ヤを呼び収戻すことがﾡ々超る。これは同地方の7〜 

9 月は 150 mm 以上の般多雨期に當る結果であつて、天候に左右される bo 

らしい。このこと は 夏山造材 を 遂行する に 都合の よ いﾡ件の一つ とも云へ 

う。 : .
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WTI アナ林の微細氣候が丸太の太害. 變色.

腐行に及ぼす影海

伐採當初の含水率 よ り上つてたるのである。

第7表 t明#下iを立地大G水i長

・和204度調 山m L岡村字早川ﾡﾡ林

プナ林P微細気候に明しては、育林み上の見地から調査されたものが若干 

あるが、丸太の保な上の見地から調在されたものは見常らない。格山郡上図 

おす『川校範林に於て!株外操地の土場、Iブナ野断中間林下、・ブナﾡ期 

林下北東向の小深内に、不田式紙面蒸ﾡ計を設置し、4〜8月につて蒸破 
量並に変吸計にて10時氣ﾡを測定! 第6表の幼き制ﾡを得た。

第6表 ブナ林ザ別ﾡﾡ点後調ﾡ

10時2M (W和204) 不円式紙面計にイる

名 I (ﾡ」場) m 株内北ﾡ小河内)
\------- -一

・会 '温 座 み費量 温 度 み受量 n 座 ※ 發 量

4 8.7 rr** 9.2 uo 8.4 3.0“
5 । 13.5 30.0 14.0 21.1 13.9 18.9
6 17.8 ・30.1 16.1 11.0 16.5 12.6
7 202 27.4 18.5 11.7 18.2 9.9
8 26,7 42.4 25.6 12.8 25.6 14.4

T 均 174 33.0 18.7 14.2 16.5 11.S

こ の衣に依つて各試驗順の 7～8月 に至る平均 ※混と 蒸發配 と を比校する 

と ・ I の課地士場の茶温が最 も高く、薬委 % -番多 I の林内北向 ・ 

の小澤は温度 b一番価 く 蒸弦量 も 少い。

特に注同すべさ ことは、ロ の蒸後はの I の三分の一程度で非常に渺いこ 

とである。これはブナ丸太の水分と云ふもりは、小澤に卷だした場合は林外 

の裸地土場に卷立した場合に比し、若し く消火し難/、條件下にあるこ とを意 

味するものである。實際に此の関係を明かにすべ く ブナ講閉林下北呎向の小 

澤沿に プ ナ 丸太 を 卷 立 して合水率の消長 を 調布 しなところ第7表の如き 結果 

を得た。

との表を見ると昭和20年1月30日に伐探したプナ丸太の最初の合水率は 

87.1%であつたが、同年7月24日には95.2%、10月24日に98.4%であつて、

-- 58 一

註 i定方法はI『の り であ る。

探日 合水さ 山 バ 行* 丸太o"| iu定Hビ1」

1 ,•一 ' 7
No.1 1 J30日 1月30日 皮 付 87.1 立木3木のゃ均

' No. 2 1 ル0H 7J24H 皮 付 95.2 お6木の不均

No. 3 1 J30n 10月34日 皮 付 98.4 丸太4木のT均

踏つてブナ丸太は北向の小深のに山積して証く と、長い間代探常初の合 

水率を低下せ Lめないから第 V 茶及び第 VII 衣に於て述べた理山に依 り、材の 

變色、ﾡ6、防止に非常に布効であることが解る。尙この現合小深の水流を 

利用して、ブナ丸太に注水ナるﾡ置を工夫ナれば一ﾡ行効である。

メﾡ孔独ﾡは攻期18度を超え る と 活動が旺盛に な り ・ 各丸太に飛翔 して行 

つて穿孔繁殖せん とすろものであるから、朴内であつて も 北向の小澤は穿孔 

数の比核的少い場所である と ふひ得 る のであろ。
賞f際時期林 Fの北東向 さ の小嵩に 卷立 じた丸太の当調在 t 行つた ところ 

第 8 炎の如 き ﾡ県を得て ゐ る ・

昭和2年 1 月30日代探 し、同年 4 月28日 彼立したブナ丸太について同年10 

月29日調在 しなところ 1.8 m の長 さ の丸太に穿孔 したﾡ孔激は6個であつて 

第『 流第2項に逃述べた如く 5月 1 日に伐採し、t明中の林内に彼立しな丸 

太の10月に於ける曲孔懲535側に比徴ナると逃だ少いととが解るであらう。 

滥ってブナ丸太の穿孔蟲の御密防止の見地か らするも、北海道商地方に於て 

はプナ丸太を迅速に工場に運搬し、5～6月ﾡに製材不可能のもの又は貯 

池が狭く して直ちに收容し難いものは、林外の裸地土場や部通林地に放心 

せナ、北又は北向さの成る可く関光2諾らない小澤に山積Lてuく ことが 

非常に有利なのである。又夏山造材を行はんとするとをも伐採と撤出が伴は 

な い様な場合に は、以 Lの校な方法で山ﾡして置くべせであるととが解るの 

である。 ・

-ター .

曲に / .



第8表 ・閉下ﾡ沿征立金立丸大虫客びﾡ

昭和20年1月30日"杯、a720年10月23日調在、才山m上限村字石崎校(林

丸 な 1_____丸 大 ○当北 ﾡ___ i 1
肝

合 t
番 設

未ロ

底鑑

上牛部 下牛部 才

1 大L
ロ

小孔大 小 大孔 小孔 大孔」 小孔

2 oy * 1 2 17 1 5 46 51
3 36 11 — 7 09 0 77 77
4 36 1 118 1 32 1 • 6 3 156 159
& 30 10 10 9 0 29 29
6 i 38 — 22 -• 18 — 74 0 114 114
7 27 — 1 3 20 2 13 5 34 39
8 — 1 2 11 2 7 4 19 23
9 36 5 * 5 30 2 40 42

10 33 10 6 10 — * 5 22 27
12 38 4 ・ 10 — 2 0 16 16
13 36 2 22 11

・ 5a — •11 * 115 117
14 30

• 'ヤ小
2 11 17 ・ 53 o( * 81 83

15 0 7 — 13 — 31 # 0 51 51
1 33 ・ 13 1 1 ・ 25 1 39 40
18 45 — 2 -- 1 4 一 一 ・o 6 6
21 a — 19 3 j 9 — 4 3 32 ao
22 30 6 45 , 3 ： 27 — — ： 9 78 s1
23 30 - 25 7 47 5 / *7 77 84
24 33 — 1 28 : "43 _ i 28 4 72
25 1 7 1 1 4 i .4 2 1 7 6 13
26 2? 1 8 4 1 — , 8 6 14
7 3o 122 7 31 2 5 16 15s 173

30 . 33 1 55 । 9 — 1 56 11 66
81 ッ3 s I 82 13 24 I 21, 107 128

合 mt 792 28 536 144 1 425 11 1 399 182 1,353 1.535
33 I

、 - →
22 i-・ 6 1 

・ _18 01 > i6 8 . 56 64
L 「 378 38% , ・ 25% 1u4 88% \

K ナ材の防ﾡ及び防菌剤の試験成績

y ナ 九太の雰孔数に 依 る 触書訪止営験に 関しては、君成範雄氏の 本州 ブ ナ 

林に於ける研究業趴があるが實用的域に達してゐない。

第 1回防蟲試驗

北海道の プ ナ 九太の保 ffc ﾡしては 従來一つの研究 も 力 い。で次の 如 ・ 防 

誤劑をプナ丸太に塗布又は哨霧して見た。

No.1 食度石戯水剤(企ﾡ600&+松脂石崎液970ぐ+犬1454)噴ﾡ

No. 2 フォルマリ ン (フォルマリン 150cc+松肺石的液130cc+.水

10.8り)W® ( '
No.3 エス ブチー ルみルキ ブブク ン水剤 (N-Btylmercaptan. 20 cc + 水 

12り)霧

No.4 エタブールバル ヤ アフ•タ ン銀用州 (N-Btylmereaptan 25 c+ 水 

6P+錦帰9) 布

No.5 北朴秋第1り級当剤、G北林試第1噴殺曲用1000c+松ﾡ石600 

co) 布

No..6 ル化ナ ト リッム乳孔剤 (ル化ナ トリューム100g+松肺石崎1000c)
No. 7 ル化ナ ト ッ ウム水兩 (化ナト リ ッム400g+水1S2)"霧

No.8 木ター ル剤第 1 (ボクール 250cc+松ﾡ行齢液 500 cc 混熱ﾡ)

栄布 .-

No. 9 木クール刑第2戦(木クール500cc+松脂石崎液1000c低温處則) 

塗布

No. 10 木ータ ル剤州第 3(No.9木タール剤第 2 説 500 cc+北林試殺当剤 

500cc) 塗布

No.11 コールタール剤(コールクール原液)塗布

供試北太はさ 1.8 m、末口直郡S0~40 cm のもので各藥剤共略同じ大さ 

のものを5本宛選んだ。試験の精県は第9表の通りで No.5. No.8、No.9、 

No. 11 就用が稍効果があつた。
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然し No.8鋭部以下は9月俊探木に労して施興しなものであって、突孔当 

ﾡ入の盤期をﾡぎてろるので、との成ﾡを以て満足し難くﾡ賞験の囚があ 
ると思ふ。締局 No.5ﾡ剤が今のところ改秀と認められてるる。

第9表 ※ﾡに彼るﾡ入防止賞略

藥 ﾡ |丸太 |探 当孔西川日 及 びム 孔 式 ・島2
才山ﾡE上ﾡ村字川ﾡﾡ林 昭和19年行

番吹 H , 類 木数; 4m 4 K 35 X 34/1 計
リサナ之付ﾡ L
担 at

無 虐 理 5 1 m 169 - 218 111 20 518 100
No. 1 5 グ 117 145 50 27 339 69
No.2 フオ～* リ ブ剤| 5 グ 247 113 64 36 460 146
No.. 3 プォールメル"ブ" ン*m 5 140 90 66 35 331 83
No. 4 ブチールメクケブ"ンロニm 5 グ 19 101 79 45 351 75

毎眞型 5 4 ■ . . -- 
550 37 683 100

No.. 5 北林び第1戦役数剤 5 〃 — 173 1 43 18 231 31
No. 6 化ナ ト リューム乳 5 グ — 423 39 26 4s8 77
No. 7 売化ナ ト ワユーム水剤 
*

5 • " — 510 98 37 645 03
編 唱 理 5 o/K _ 16 12 2s 100

No.. 8 木ター ルﾡ 1 ﾡ 5 — — 1 0 1 6
No. 9 木クール州第2旗 5 グ L — 5 1 6 31
No.10 木ク -～第3誠 5 ・.... 13 1 14 81
No.11 n ー ル ク!-化 ﾡ 5 — ! -- 1 0 1 " 6

第2同回防曲試験 ・

昭和20年7月27日プナを伐探し1.8m の丸太にと り、之をブナ時中川林 

下に彼立て之にコールタール、 カベタール、ブナクール、ハツカタールの四 

種を選び丸太全體に塗布 し 場合と 九太の下部に牛塗した場合とを比核 し 

て見た。供試丸太は各藥剤駐に数本選び 1 本當の平均経孔数を算出 して比核 

を試みた。その結果第10表の通りである。

その結果全塗ではカパクール、ハツカクー ル が有効で、そ の次が ブナター 

ルである。 塗ではブナクールが一番上く、次がハッカタールであった。全 

塗 ・4塗共 ハツカクール は行効であるとと を示 した。

次に品内に於て120目金網製回情ﾡ (直径20cm*長さ45cm) を用ひの
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第10表 ﾡ作に依るへ防止び戦

一端に無ﾡ理プナ材(10cm) を、他端に同様なブナ材片にハッカ ター 

八 を塗布したものを置き、穿孔規を他の中央に放して每日 2回5H間rcIつ 

て定時観測を行ひ兩試險片に集合するなを渕布 して比技したと こ ろ第11の

部和1219月S 日 放何

如 く であるo
第11表 プナ材ボ乱送の ハッカ タール に翌ナ る だぶ戦

fYf 
番改

/’り

ﾡ&
理ガ法 K9 K15 x 9x15 9 i5 9 115 w。 計 i比 車

し____-...... ー ーー」一

ハッカター ル 絵 材 0 3 17 17 12 1 3 ! 3 3 19 25
.... 5S -
誠 無迎材 7 10 10 10 1 4 6 6i I 1 4 • 5S 75

第r- 50 ハッカター ルi材 0 i 0 4 4 ・ 3 ・ 1 117 25
D 3 ； 211 10 ピ2 5 3 5 51 75

ヘッカター ルia布材| 2 2 ； 6 4 l 1 5「51 1 2959 3 2 ト6 1 9ﾡ s 现 材 1 8 6 5I う 7 b1 c4
( 供心地はヤナダモナガキクヒムシ、 ミカドギクヒムシ プナッッキクヒムシで 

ある。

63 -



實險を 3 組に分けて行つたが,3組とも無處理材に不均71%、ハツカタ 

ール金布材川 c は29% を示 しハッカク ー ル は穿孔程類に力 し、可成り 数忌性 

, あるととを示した。之を第10に示し野外質験成績と比紋するとﾡめて近 

似な成載であつて, ハッカクールの効力は雰孔当にﾡしては絶到性のもので 

はなく 70%程度となる。

第3回防数試験

昭和22年7月15日伐探せるブナ丸太にして、長さ 1 m 末ロ直毎30cm の 

もの15本を遭び、ブナ* 田中恭 林下に山秋し、それを5本究3Kc分ちDD 

T及びNPS を撤粉し、締ぬ理ﾡと比核したととろ第12表の如き緒果を得 

た。

第12表 gu材ル大の際船による防ﾡび験
_________________ 15/I 1947探座型〜27/ 1047 :_______________

丸 よ 「上i下4 i ロ 計 ス I 1
番み 政刃別」大孔「小孔大孔「小 P ら孔 小孔 大孔 小孔

1-5 9 20 40 20 12 i 26 el j G6 197 丸大の事
0-10 D D T 8 9 45 21 11 29 6； 60 123 場ボロ
1-15 NPs 4 7 31 20 6:__ 1

24 41 b1 9 御30cm

DPT及びN PSの撤布量は長き 1ms 末ロ 30cmの丸太1本に登しボ均 

4 g 程度で、ﾡ○殺当剤入れ小形九ﾡの撤粉書を用ひてル太の全面に撤布 

した。NPS は者者の考案になるものでナ フクリン650gr. 秘資10g、除曲 

菊 20g、 石 320 g の劇合で調剤ししものである。

昭和22年9月27日祭孔当の査入乳孔数を訓がしたととろ、無ぬ理九太では 

127. DDTは123NPSは92と云ふ製字を示し、NPSはDDTより行ゆ 

であるとと を知つた。然し何れに して も 防道の効果は 餘 り ﾡ著な も のではな 

かつた。

次に 昭和214年12月 1 3 日 依探士 る長さ1m、末ロ 直御 30 cm の 丸太 c 對 し、 

木ロにのみ即ロヘツカクールを 塗布,した ものと、無ﾡ型の ものとを 同ーブナ 

勤明林下に金立L置き、昭和22年 9 月27H そ ～曲孔数を調査 した と こ ろ第13 

表の如き結果を得た。

13/・ 1916世探理〜-7 K・1947E
第13表 冬山ﾡ村丸大○防ム試ﾡ

冬山造材丸太 つ木ロ'に ハツ カタール を途布れせる ものの遇彳域は 44 に対 し、 

無ぬ理ル太の それは76を示した。ﾡしてハツカタールを木ロに流布した丸太 

o木口 に 於ける題入數は無處理丸太の それに比 し J普 しく 少い こと は ハッカ タ 

ールの防曲効果を示ナものと云へよ う。 ,

メ冬山ﾡ材及び夏山材の無虐理丸太同志を比ﾡして見ると前がは76後が 

は 197であつて、i者の方は9孔当の寄生を受けることが少いﾡ向が見られ 

るのであるっ

y に 冬 山逃材九太の木 ロにハッカタールを盗布したもの の曲孔放はであ 

るから、夏山材の無慮理丸太 127 c比校す る と'悔 しく少とと が解る。

之 を 耍す る に冬山造材丸太の 木 ロにハッカクールを 途布せ るものは、x山 

批材九太に D p T や N P S を撤布したものよ り 遙かに防竭の効果があ る 

のであろ。 。

第1 同防書験 ・

第2回防曲決感を行つたプナ丸太についてコールタール、 カバクール、ブ 

ナタール、ハッカ タール の 防歯効果 を 調査 し卷枯材及び無嵐理材 と 比蚊 を 行

つ。

昭和120年7月2日に代探公立し、盟27日にiiの楽剤を九太全雌に染布し 

た細と、 ル太の下及木ロにのみa行した細とに分けて、 ナ林下に山積し 

cm ・m和21年 6 月 18 日 に 第 1 回 目 の腐朽就旅 を 行った もocある。調査方 

法はﾡて本場の高崎三、小係次明氏が仙改ルカのブナ林にかて行はれた 

方を探用したものであつて、18m のル太を80cm毎に切断して。その腐 

朽 面積 を トレーシングペーパーに 寫 しと りブラ ニメ ークー で測定 し、 断面
, * ・・
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杭に對する甚窗. ﾡﾡ、未腐の曲钺を 腐出して、その百分率を求めたのであ 

る。その精果は第14炎の如くである。

第4表 ブ丸大の此理別所朽比似
・7,WI・9D*採ぴ、※所的布

ﾡﾡ面千に ・｝ナ る合分

ガ法 18/WT.194G『 X. 1046,j 五 -

番 ﾡ
ww -«■ *. *i は ーー - ー、 - - w

ﾡ Wf 事 - 未 岬

1) ブナクー と金諭
- s 

2.5 12.ぶ 5S.3 一
%•

(: カベタール り 45.0 21.8 33.2 65.3 185 16..

c3) ハッカ クール " 17.5 11.0 70.6 75.S 13.5 10.7

c4) コールクール グ 19.6 31.1 49.3 mn.1 10.1 14 8

(5) 無 理 65.6 17.0 17.4 18.。 1 7.5

(6) 卷 枯 42.0 38.0 20.0 19.2 7.5

(7 プナクー ル牛塗 386 13.5 47.9 ...
• 1

- 1 ...

( 8 ) カベグIル" 32.0 14.0 54.0 62.5 25.5 12.0

c9) ハッカター～ グ 5.9 20.2 73.9 62.5 20.6 7.9

(i0) コールクール グ
・マ w • ・a.w w w w #*ャれれ****」

43.4 14.0 42.6 → —

俊探後約1 ヶ年をﾡ過した第1回目の調で、全塗の未窗朽の般も多い順
」• , *

c ﾡげると ハ ッカクーレ 70.6%、ブナタール 58.3%、コールクール 49.3%、

カバタール 33.2%、彼ﾡ材20%、無處理材17.4%であつなo

盗につい て 観 る と ハッカ タール 半塗 73.996、 カバタール54%、プナクー

ル 47.9%、コールクール 42.6%であつた。

ヘッカクールは全ﾡ、午盗共扱も優秀なル紙を示した。向何細にﾡると各 

種装刑共,塗流と塗とはが極めて少く業量の制合に塗の方が悪く な 

いのみか却つてハッカクールやカバクールの様に成績がよいものもある。

これは次にべる別なﾡでも同秋なﾡ向を示してみるが、共原因は丸太 

全mに ク - 九類を塗布する と、丸太の皮ﾡ ヶi迅逃に越 り 特に 日照の多い丸太 

の上半部の皮に  割れが早く 生じて、そこか ら燃朽市が侵入 し易いためであ 

る。とのこと は今後丸太にクール類を布する上に大きなな料を提供して く 

れたととになる。換言すればクール類をな布すナるには、 丸太の下部と木ロ
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に途つなだけで充分であることを意味ナる。このことにBしては第2同試験 

の項で再含味しよう。

次に同年10月 5日第2回目の調を行つたととろ、未窩朽部分は前回に比 

し著しく 滅少して也腐が増大したこ とである。結局ブナ丸太は,普通#に 

山鼠して友を經過させる ととは困城である こと及び無處理丸太では滿 1 ヶ年 

の保存も困難である ことが解つたのである。
第2回防歯試

第 1 回防数試験に 於てハツカクールの有効を確認したので、第2回目には 

次 の 方法:U 依つて ハッカター ルの賞用価価について試脇した。

檢山郡上國村字早川模範林に於て、昭和214年6月20日に代探せる末ロ30cm 

内外、長さ 1m のプナ丸太20本をブナﾡﾡ中ﾡ林下に山積して5ﾡに分けハ 

ツカクールを 全盗せ るもの、丸太 の 下半部 と 木口 面に 塗布せ るもの及び 丸太 

の木口 にのみ塗布せる ものと無處理丸太 との防菌効果について比員 を行つた 

と こ ろ第 15 表の如 く であつた。

無處理九太は例外な しに木ロ面が黒ﾡして、變色歯の寄生か明かに認め ら 

れ、割つて見ると深いのは30cmにも述してみた。更にハツカタールを木ロ 

に塗布したものは御つて見ても、ﾡ色は殆どﾡつてゐない動からぢ楽して も 

ハ ッカタール は 愛色菌に 對 し 1 夏は布数な c と が立識 されたのである。

1 方無處理丸太に は樹皮の灯れや.初 離が認め られなかつたが、ハッカ ター 

ルを樹比面に塗つた もの特に全途の場合は上部の皮にれが入り側離して 

oて、 そこからスエヒロタケ Scoizyphyllum commnune Fr. ラゲカハラタ ケ 

Pobsrict hirsuius(wulf) Fr. 等の子賞題が認められた。全塗で異狀のなかつ 

たのは No.14 だけで、他は何れも皮ﾡが認められた。又 No.8 の様に 半塗 

で皮 が側ﾡしたものは、上部 と 下半部の境界附近か ら 皮割が生 じて ゐた昭 

から見ても、ハツカグールを樹以に旅するととは、皮部の細胞を早く死滅 

させることになり、それに日照 も 手体つそ、丸太の上半部の皮割や糾離の現 

泉が起り、そとからﾡ朽苗が従入し易いものと考へられるのである。緒局 

囘の試驗の項で述べた樣に、プ ナ丸太の樹皮面に ク - ル類を途布ナ ることは
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Hのため飛2す。

我接白變しA生ずる。

同 上

u終にしく 白城見える。
げのため人分す。喝 

にSを認2む。
J係に少しくnレと見へる。 

周紙に少しく白宏見へる。

M株つ研日よv人少放ユた:。

Hのため別す。

到離す、皮創、ん・S・生ずe 
少しく利常す、 S生ず。

少しく 皮划、Sナ。

4部しSを多放ず。

少しく皮ﾡ、S枚少生ア。

s 多数生す。

少 し く 皮ﾡれ、s 多救す。

有管無益の校に認められろ。

ス牛塗と木ロ盗と比核して兄ると、その効果は殆ど中してゐて、起済的 

の面 から 見て も 木口 塗の方が得策 と思はれる。

表15第 ヘッカター～の防前効果 

・ 20/VI・1946ゆ布、5/V. 19467
・------------.-.....---ママ〜w」 、wマw*wewマ* ～マ-w............*-aa.....a.ae.........aa.*Wwゃ、 業でマ w _ --- *マママママ
爲 I 處 項 別 樹皮日○映況 水口 画 の 状況

1ﾡ 歳 理

2 ハッ カクー ～金h
3 ハッカク ール牛

4 ハッカークん木口校

5無 感 型

6 ヘッカクー 心全塗

7 ッカク -ル牛 

め ハッカタール木口冷 

9 處 型

10 ハッカター 公途

11 ヘッカター ル4
12 ハッカクール木ロな

13 無 s 当

14 ハッカター ルネ協

15 ハッカク -ル狼

16 ハッカ4一木口i
17ﾡ 處 理

18 ヘツカター ル金途

19ハッカター 九途

20 ハッカ タール木口次

做学 (り ヘはアクグカハククケは、 Sはストヒロタケ、 Hは契色画を示す。

(2) 半延の班合でも木口は全珍とす。

(③) -----は一異状 をめざるれのとす。 ・

とcろで1 方丸太の下や部は地画に絶え接ﾡしてみるので、ブル太の 

腐朽が迎 く 來る傾向があ る。ﾡつて北海道の如 く 夏手高退で朽の進み易v 

時期が7〜8月の2月ゲ位じかないところでは、丸太の下半部に藥剛を塗布 

IIのため!すo

Hのため飛すo

少しく皮割れ、S多生c

しても、しなくてもが程大央は無い様にへられるので、楽剤は丸太の木 

ロに途つただけで迷支へ無いと云ふ納論にする。
・

Xハッカタールの性狀と塗布量

ハッカ タールと稱してゐるのは, 識荷を蒸ﾡして間られる取ﾡ博衛油から 

海衛団を衣去つた残ﾡのことであつて、現今北見市北ぬ北見ハツカエ場で生 

産されてゐる ものである。 /

昭和 22 年度に於ける ハッ ヵ作付反別は 1,300 町歩で、5 Aの取却荷油 

が生される見込であつて、これに伴ふハツッカタールの生産量88kg 積度で 

ある。北見に於ける薄荷は世界的に布名なものであつて、昭和13年頃はその ・ 

作付反別2高町歩に述し、取却油が:140高も生産された記ﾡがあり、現在 

は常時の io分の 1 に も迷してつない。然るに ハッカ は逆駐軍の 見返り 物資 と 

して、今後 大いに崩産され るﾡ向に あるからハツカク ールの生産量 も訴上

ナるものと推定される。

ﾡ在 ハッカクールのストツク品は 500～600 kg と 稱 され、 既に道南江强替 

林.X では これが實地使用に差手してゐる。ハッ カクー は普通右油鎌に詰め 

<取引される。

北大nﾡ部行歯化學教品、や野目時賞殺授指ﾡの下に怖本助教投及欠武氏

が分柝 された ところ によ る と、第16改の如さ性状 を行してなるっ

第I6求 . ハッ カター ル(ハッ あ油6ジ当部) の性状

北農 北ﾡ工

ia 山 a 座 和 出 比 i W折 横敗 *スラロ M化社
ヽ

溜分 ・
2 mm 花 m 量 日分率 not E. 7 V. Z

No.l 60-S0 160-196 1.2 5.5 0.911s 1.4722 2.5 72.6S 1 75.18
No. 2 so-140 190-250 0.s 4.。 0.033* • 1,5145 ; 4.5 143.34 147.90
No.3 140--170 1.8 7.3 \o.92ss 1.5145 •1.5 83.50 ( 80.0
No.4 170-176 2%0°以上 0.7 35 : 0.43:5 1.5155 2.0 4o.3S : ’ 51.3s
No.5 . 176-260 ヽ 9.4。 47.。 0.9415 1.5208 1 16 一• *.

治残 流 67 33.5|. - 1 — —
二

—

-68- -69-



氣 ダ 定 備 X 摘 要

Menthon 様 香 条 

微かにMenthon 快番
ﾡ 荷 油
ールケジ 
一 乙 のカロ

近 合 油

⑷ン 旄光度)を測定せんと し Prole そのま、では 
不2明なる故10%花 (Aetlier+Alcoho')にて行ひ 

たるものなる物ﾡのするためと思はれる Mienthon 
を比似的多 く なもﾡ分はﾡ科に恐し約5.5るな り。

ﾡ 試科 界得色、汎、薄荷糕香氣有、比は0.9482、20grを取りば証i和7(2mmフ、 

を行ひ各ﾡ分のﾡ理的及化ス的加数は以下の如し。

したとと ろ第17交の如きﾡ果を得た。

ブナ丸太の木 ロ に 本ﾡを 盗布す るのに、如 何な る程じ心 策 を 要す る や試ﾡ

第1表

・ 7

プナ丸な可石の ツカター ル所項量

(伐採直後の耘鮮比太の木口に牵布せる場令う

木 1-1
i 径

丸大ノ

ﾡ ッ
丸 太 H石c.eo 丸大!本のi

そ ill '： III
F石 変量

そ III III

34(om)
c1.0尺)

40
(13尺)

2.1m
7尺)
2.1•
7 凡)

022m? ■

•
0.30ロ2

127 54.48g

75.39

36.32g

50 26

G919ドr 
(38t»] 

7.011 ar 
・ 3.げわ)

4.63gr 
c.5) 

4.074gr 
(2o卜

ハッカ ゲー ル

1 Tガc 
冬山 0 03 gr 
gu 002 gr

................................
.. 冬山は 1°、山は 21°で慣したo

ハツカクールの所災量は百石営夏山は 4.6 kg. 冬山は 7 kg あれば間に合 

ふ。ハッカタールはペンキ刷子 を用 して金布 し なが、盗途布 は 氣溫に依って 

大いに差異が認められた。木口断面積 1T方 cm 常を山は 0.03 gr. 夏季は 

0.02grで、多季○約三分の二程度で間に合ふととが解つた。これは氣溫が羣 

いとﾡ剤がょ く 仲びて着きが い力、寒冷である と凝固し易 くﾡきがﾡい純 

果である。

又材の新好度に も關係があ り、材2 新ﾡなもの程済さが s V。 随つてヘッ 

カクールは造材後直に木口面に塗布するのが經済的で防菌の効果も擧げ彳出

ることになるo

1. 防蟲 關係

(1) 北海道南部地方のプナ材穿孔調. と しては長小公会類3種、小書当期9 
種、f基数題1種像熟当知8種、天牛週9種、a計30部役見された。これo 

管はブナの卜数種の加業樹にも客生する。特に ナガトクヒム ッ類及びッ ッ 

キ ク E.ム シmは養菌甲雑と呼ばれブナ丸太に意入し著しい被害を與へる。

(2) ブナの皮付丸太及び剝皮丸太は 共に 林内林外何れに往立 し な場合で も 

九太の下4部にﾡ入したものが、」:半部に窓入したものよ り断然多く、丸太 

の木 ロ にﾡ入 した ものはも 少い。

(3) ブナ丸太の下ド部にﾡ入する種類は、 ヤチグモバナガキクヒムシ、シ 

ナノ ナガキク ヒム シ、ブナッッキクヒム シ等の大孔を穿つ ものが多い。

(り) #内. 林外何/に%立し場合でも、皮付丸太は剝皮丸太よ り 後孔数 

が多い。然しそのは林内では少いが料外では著しい。

(5) ブナ丸太はﾡ葉樹の場合と興り、皮付丸太でも創皮丸太でも雰孔当の 

被衛があり、ブナ丸太の制皮は蟲害防除上凡そ窗我がないものである。

(6) ブナ丸太を林内に山積して置く と、林件の裸地土以｝に卷立して置いた 

場合より磁害が著しい。困つてブナ丸太ハ土場は林地よ り出來るだけ遠くに 

設ける 程强害 を免れることになる。

(7) ガキクヒムシやッッキクヒムシ類はブナ九太に恋入すると、 その孔 

道が完成する まで盛んに木屑を排出するので、.その色彩、新鮮度、：於. 開ロ 

簡/越の木帰の附済ﾡ次並に拡入礼御の大小に 依つて、弊孔の進度、被書和 

度及び種類 を 制宛定ナ ること が出ポ る。

(8)北海道地方でブナ材察孔曲が飛來して恋入するのは、6月初句頃か 

らﾡされ10月末会で績く が、最ﾡ期は7〜8月である。,6月10日～9月20 

日までは、この地方の10時氣温が18度を超える日が績くので、弊孔当が飛期 

L傅播するのに都合がよい。

以上の理由からブナ丸太のﾡ材搬出は9月20日頃からか初め、翌春5月中 
I ・
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に完了し、直ちに製材處分するならば. 数害は殆ど考する必要がないこと 

になる。

(9) 通木 (ト ホッギ) 法に依つて逃材した丸太には、従來被害がないと云 

はれたが、試験2精果全々そのような事賞が無いととが解つた。

(10) ブナを卷枯して得た丸太と穿孔雑との関係た見樣と思ひ、昭和19年9 
月6日探さ6cm. 12cm程度の彼枯を行つたところ、樹勢は段々衰へる求 

3年日になつても枯死ナるものがなく、44目に海く枯死したものが生じ 

た。これでブナの如く,邊材と心材との取別がない木では、卷枯を行つても 

桜ﾡの中心市だけで、長い間生活し得るととが制明し、ブナに對し卷枯沙の 

應用は適當な方法でないと云へよう。

卷枯しを して樹勢が共ペた程度では長小窓蟲や力笹歌は殆 ど符生 L ない。 

然 し立本で も 全 く 枯死 したもの には寄生する。

. (11) ﾡ枯法に依つて得たプナ九太と通ブナ丸太との寄に釣する感受性を 

調査したととろ、前者は後者ょ り著しく掛害にﾡり易い。

(12) キノコ ヒグナカザウムシはアラゲカハラクケの子賞盤を食するので、 

對 福 に 胞子が附若して傳播 さ h る 機合が多 と思はれ る。

(13) ブナ九太の容孔独研は従色歯やﾡ朽歯を4介するので曲書と歯密と を 

分離 し て 防ﾡ法 をぬ回ナ るとと は適常で な い。

(1り) 雰孔数類は 18を超2ると、その活動が町盤と な り、ブナ各丸太に飛 

翔して行つて、穿孔鍛殖せんとする ものであるから,お内でﾡも氣漫の低い 

北向きの小澤の中は、同じ林内であつても容孔当 比較的少い場所であると 

云ひ得るのである。質み武閉林下の北項東向さの小澤に金立し 丸太の曲審調 

査を行つたととろ、非常に冇効である こ とが解つ。

(15)第1回防曲いぬにかてブナ九太に企隆水、フォルマリン、 チールメ 

ルキャブク ン水剤. プ チールメル キャプク ン銀阿州、北林試第1 ﾡ殺曲剤州、 

ﾡ化ナ トリュー ム乳剤、例化ナ トyュー >水ﾡ、 木グール、コールター ・刑j 

を塗布又は粉粉して、防露効果を調べたが何れも滿足すべき結果が得られな 

かつた。
? I
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(16) 第 2 回防当状路つﾡ果ブナ材簿孔当に登するヘッ カ ク ールの効力 は絕 

到性のものではなく、様忌用州と して70%%程度○効力が認められた。

(17) 第3回目防曲試ﾡのﾡ果DDTやNPS をブナ丸太に撒扮すると、後 

老ハ方が境分効果があるが、何れにしても顕著なものではない。

NPSﾡは著がの考ぐせるもので、 ナフクリン650g. 磁10s、除虫菊

20 g. 滑石920&の割合で調剤したものである。

2 防苗開係

(1) 北海道産ブナ丸太のゐ合水率は11月上仰から翌5月上句主では80%以 
, ・

上であって、7～9月は60%～70%の間に低下し、10月になると75.6%%を示 

し、少しく上外の傾向が見られた。

久丸太の中心部よ り外側c近づくに随つて、合水事が高 く なろ傾向があ 

る。

()プナ九太の合水ボつ少は、發色菌や腐朽歯の發育に密接な關係 を有 

するのみでな く、養部中当やにナガキクヒム シ類やッ ッキクヒム シ類の繁六 

c も'關係があ る。

(3) ブナ 材變 色苗は 本州 産の ものは、プナクワキカビ EndoconidlioNltora. Buae 

Kitajima であるとされてゐるが、北派道産のものはﾡ井事次N士に依ればェ 

ソマ ツの靑變菌 Ceratostomella piccae Minch であ る と 云ふ。

(4 エゾマッ 靑變曲は レかルガ 氏の 研究では、合水準が18%内卜以下又は 

90%以上である場合は、 ○彼が不可能でめつてﾡ造水分は30～5%と姿

されてなる。

(あ) ェゾマッの青ﾡ断のつﾡ低成ﾡ温座は5〜7C、最適成長溫度は 23 〜 27P 

ﾡﾡ広長通は35〜37C と登炎されてみゐ。北海道南地方で平均 経溫0タ以 

上にﾡするのは8月であつて、同月は同地方で以も變色曲の前に違ナる時 

期である。

(© 通木法 (トホシギ) に依る ブナ丸太は變色菌防止上有効ではない。

(7 プナ材9換想が繁ﾡつため新ﾡ九*に致入して、 子係を繁ﾡして仕 

ﾡふと孔協内に變色菌が使入して行つて、材中深く變色を起すととが多い。
F ' w
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(8) 從來统色苗は,一般に丸太の木ロからのみﾡ入するやうにWへられて 

來た力:,穿孔森の孔道の牛 こ,運材中の茂や割れからも伐入すナることが明 

かとなつた。Q てブナ丸太の造材に際しては出來るたけ駡疵を少く する よ 

うに工夫する.蟬要がある。

(9) プル太のフケは祈ﾡ九太の炎面にのみ生して繁ﾡし、外表に近い 

小部分の組域を侵すに過ぎないか、或は多少內部に侵入するとも猛烈に加害 

しない苗 •り作用で起る ものと考へられ,フケは陥朽の一歩前の状態○ものを 

指すものと解すべきでょる。

(助 木材ﾡ朽山に候くべからきるﾡ件は座 (水分)⑵温度 (の)-条丞 (4) 

空気であるから、それ等の中のどの條件が滿足出來なくて も 彼前な出な 

い o 特に ブ ナ 材で は合行過斐が:-0%以下とな れば朽よ 件止ナ ろ o

又ブナ丸太を水中に灯木すると空気が與へられな ・ なるから府朽しないこ 

とになる。

(11) 北道房地方のプナ九太に彼生する朽ﾡの主なものは、 ラゲカハ 

ラクケ・ スエヒロ ク ケ, カハラタケ、 ムラサキザロコクケ 等である。特にﾡ 

山郡上國村早明模応林では ア ラ ケッハラク ケが心 も 多い。

(12) ブナ付ル太は林内に山積した方が、林外に往立場合よ り九太○水 

分の消失が少く、腐朽防止上m护の方が後 各•よ り行利である。
(18) ブナ刹皮丸太も林內.こ山精した方が, 林クトの曲也土場に卷立した場合 

よ り水分の消失が少い。知皮丸太を林外の裸地土場に卷近して置く と著しく 

水分の消失を 促し、度付九太pそれに比べて著し く W朽し場 へ水分ル態と な 

る。

(14り) 賞上ナの剣皮丸太は表崎がル常に靴燥するので、表面か ら5cm 

位までは變色や フケが起り 難いがその反面口割が著しく な り、その割目か. ら 

契色直や崎朽歯が内部に従入し必い映動がめ る。

(15)ブナル太の合水率が2525以下の場合は、物財は起り 難く,最も起り場 

Wのは33%～42%営であ り、70%を超えると腐朽し難く なる傾向がある。 

北海道南地 力では5月 上句伐探 したブナ丸太は、7月 上旬 .cなると 合水が 

伐探常初上 り 低下するが. 8月以降には一且失つた含水率を再び戻す傾向 

が:ある。これは同地方の7〜9月の降水量は150mm以上に逮し、最多雨期 

に當る結果であつて、ブナ丸太の含水率を低下せしめないので、夏山逃材を 

途行するつに大ﾡ加合のよいﾡ件の一つとも云ひ得る。•

(16) ブナ林にぬて I(ﾡ地場). II (林内動)、III (林内北向小 

澤)の3簡所に不田式紙面ﾡ張汁を置いて退度と蒸委量を調定したところII 
が最も通度が低く、蒸ﾡ量も少いことが解つた。これはブナ林に於けるﾡ明 

密な北向り小部は、枕地や普通林地に比べて阳光の射入が少く、林地の蒸裂 

量 も 少いので丸太の水分の消失が緩慢とな り、材の變色や腐朽防止上甚有利 

なととを意味する。

(17) 北海道南地方に於ては、プナ丸太を迷に工場土場に運搬し5〜6月ﾡ

c製材不可能のも 

の、ヌはけ水池が 

狭くて直ちに收容 

しﾡいものは、林 

外の賀地.ポ 

通地に放置せナ 

北ヌは北期向さの 

成る可く関光"な 

らない小i浮c山積 

しcuくととが非 

第46回 プ ナ .太貯 小i池u (石崎早川)

太 合板Sふ:所 )

常に行利である。

ﾡこの場合小澤の 

水流を利 用してプナ丸太に 注水する装過 E 工犬すナれ一ﾡ行めであ る o

(18)第1防商試戦に於て ・ ブナ丸太にコールター、 カバタール・ ブナ 

タール、ハツカタールを丸太全間と丸太下部(し木ロは全部途る) に塗 

布して効果を視驗した。その耕果全旅と4塗ではク逃が勝めてく、業量 

の割合に盗の方が成ﾡ悪くないのみか、却つてハッカタールやカバタール
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の様に全塗上り牛途 方が成績のよいものもあろ。その原因は丸太全他に タ 

ール類を塗布すると、丸太 上小部の広に御れが早く生じて、そこからﾡ朽 

ﾡが侵入し易いためである。

(19) 第 1同防首伏験ではヘッカ タ - rの行効を硫認し得たので、第 2 同防 

歯試験ではハッカ タール を無虐理,全塗、下部盗 (但し木口 は全塗)及 

び木ロﾡと細に分けてその%力を試験したところ、無ﾡ那は變色歯に使され 

場く、全塗：物朽歯が技入し易い。 統と木ロﾡと比核して見るとその効果 

は殆ど 佰 中 し てゐ て,經 的の面か ら見ると木ロ 途の方が得策 と思はれ る 。

(20 ヘツカターんの行効分けは杉野目ﾡ貞致投にﾡへは、一半アルペンが 

主災なる如くである。

(21)へ シカタール 新鮮な ブナ丸太 木口 に對す る ﾡ布述+ ・ 夏山と各山 

とで は 著 しく 異り 百 石営 以山は5 kg 弱、各山は7kg 強が適営であ る。

・ 现 結 論

以上ブナ九太の防曲防端上如何に取ﾡをﾡすべさかに就て論述した。本稿 

に依り ブナ材穿エ殺は、ブナ材愛色菌や腐朽的 2 密接な 關係があ り、その防 

除法は兩 *共通 して ゐる ﾡが: 少くない こと がお解 り のこ とと 思ふ。ﾡ論と し 

て北海道く 於け る グナ丸太の合理的収炎方法をﾡ ぐ ハば次の如く である。

(1 ブナの製材工場は山楽るだけ、林地」りﾡした場所に放置ナるととが 

防当上行利である。

(2) ブナ材穿孔就は樹皮下に寄生する ものでなく, 材中に深く盤入する も、 
のであるからく 丸太©制®*行って も：防後の効果庶*:い。c 動針業樹の場 

合と大いに異る。 ,

(9)ブナ 創茂丸太は述逃に求媒して、日制が生じ必くその御目から變色 

幽や崎朽が入 り場へ。日割を 生 じた ナ丸太を運搬す る と 材中砂が企 ひ 

込み、・ タ リークをﾡけ行書である。略つてブナ丸太の剣政を行ふ必要が 

ない。 .

(4) ブナ丸太 運材中,求傷 出來るだけつけないよ うにナることは、防 

な防菌上極めて爪要で 6 る。これは誤傷から穿孔淡、 契色苗、ﾡ朽菌が従入 

し場いからである。

(5) 裸地土場に夏季ブナ丸太 卷立して屋と、林地に山積して置いた場合 

よ り近かにﾡ朽し場V。

6) ナル太を工場士場に長期間雀立して置くと、数地内に設乳してろる 

製色商"ﾡ朽山に使さ u木ルや木刷と接派するため. 變色菌 や将朽歯 に感

し必き機合を興べるので、ブナ丸太の 曲土場は常に油潔に保•? ことが望

主しy。
(7 ブナの依探は北海道では9月20日以後より手せば、日中の氣温がIS 

度以下となる關係上,曲価. 楚色、腐朽が若しく 秘滅するので、とnょり翌 

年 6 月上旬までに伐採處理する こ と け最良の方法である。

(8) 秋上り 3ポ までに、伏探せ るブナ丸太にして6月上仰はでに 製村理 

しないいのは、長く工場士場積と公しuか、それでに貯水池に対木す 

る と 議出及び由害 を 完塗に防止 し得る。

(9) ブ九太を6月上句までにﾡ池に投することが、不可能な場合及び 

78月伐探せる丸太に して並ちに 工場土場に搬入 して迅速に利用 し難い場 

合は、ﾡ探 と 同時に 九太 を 北m さ o 日ﾡの小深内の前閉料下に 山 請 し置^ 

こ とが防遏及び防菌上心も合理的な ム法である。

この場合小深の水豊高にして、丸太に注水し彳当るならば一居 有効で あ

z。 '

(10,ブナ九太にﾡしては逃材後直ちに木ロにハツカ タ ール を塗布す る とﾡ 

色防上非常に行効であ ろ ○

プナル太の9礼当防防剤: しては、DDT ょ り NPS の方が幾分冇効

な似向を示しな。 ・

(12) 冬山造材丸太は木口にハツカクー ル を塗布した'だけで…貝山迅材丸太 

に DDT や NPSを施興しな場合よ り遙かに防認の効果がある。

f ・
米後にブナ単板業者及び最材業者はナ材の取扱を もつと科學的に 号へて
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ﾡきない。一人でも多く の關係者がブナ材に限 ら す總ての素材の取扱 を 科學 

的に 考へられ •技術の 向上 と 改普 を受られるなら ば破後の 彼興式材の産に 

寄與する也が少く次いと思ふ。

ヽ

引用文献

1) loan, R. W. and (:illiland,().I.: "Three California Amhrosia Peetles,/our. 
lconomic I•jitomology. Vol. 22, No. 6 ।屮. 915 921 (19:)

ッ) Iishie:N. C.: Hefefccts in'Timler causel ハy linbole Borers, How the Ihsects 
work an attack oil EEngish ()nk-Invesligations n home an, abraad・ Tmher Tr.・ 
126. Nn. 2970,pp. 281-282(19:3).Review of APplicd Enton'ology,Vol. XXII,P. 
586 (1934)

3) Hadorn, C.: Recherche、sir Ia mnorpholosie,lesstades ev..lulifs et I,hiverage 
atbosir,chc liere {Xylo If ms /icatus()liv.) Ihesn F.c. polyi.、urich. ぶo. 761, 
120 pp, 77 figs..(Peil.. Z. Schweiz.Forsiver., No. II) 1933: The Review of 
AppiicitEntomolony.Vol. xYI.P. 68o (19:)

4, 逸見武 雄、赤井が: 木卜"材崎4(W和304)
5) 井上元 则： 賀川磔林’に物俄害防除揚要 北湖道林業惑場、昭和17年)

の) 井上眞六外五名 : 独化木 とﾡ機 (Bi和194)
7 ) 岩 般範 却： ブナ A太孔ムの企書前止に関する研究(ﾡ一報) 林求が電ﾡ武報 

第 42 瑟、pp. 23-50 (W利1;4)
ゅ) - : W(納二i 同報書 第419 Pp.:5一46(即和ll3年
o)笠井、田村ﾡ: 本材の耐久(W和10h)

1o北 島 ハ・ 三 : 樹病學及び木材恂朽船 ・和 s 甲 )

i1 : プナ丸太材ﾡ色のK因をなすェンドコュディオフオジー及び之がﾡ 

地防止に関すナるWf究林縦が戦ﾡ書 铲5 読 p.1 134、部和114)
⑵ プ人太のﾡ色と之が防止法、ペニ ャ単板蛇に强化木 税ﾡ枠技所

指み載部像 (明和15年19小)

lの) -： プナは何故触色するか、とれが防止ガ法 日本木材ぬ、(M和19
41)

i小)- ; プナ材健色(朽卜の新府 木材 p.3 3 W和1947月)

3) 北村改 択： 北i湖世産主交ﾡ仙の』ﾡ独にめて 北なd株染が戦り破戦 1 
M (昭和19年)

1) 河 野 l 道： エゾ マツ、アカ エゾ マッ の立ﾡ とキクヒム シ及び 城崎と の劇係 

北は道林ﾡ命(W和1 46)
17) leach,J.Gi,Orr. I.. W. anid (hristenscn C. : Theintsrrcla'ionshilsofPark 

Bectles and けluestamning E ungi in feiled NorwaypineTimler,Jour.AKr・ Reenureh. 
XLIX, pp : 15 4n (19;4) ・

18)松 下 眞 幸 ： 森省出甲 W和1S ノ

10) Muller, H・ド ・:・ Ambrosin Fungi of(rop:l Scolytidne lnPure(\ihurc. In Dutch.
-78- -79-



-verol.・ Afd. Ned. Oostindie. ned.ent.ver.,I, No.4, pp. CV- CVIII CXXV: Am- 
arerdam (1933) Review Applied Entomology, Vol. xXxt. P.186-187 (19:3)

20) Mtanr。 (. W.): Peetles injurioust。 timter.Bull. Forestry Comm.,No.9,2pp., 
6 pls, 20 figs. Iondon (1928): The review ofApplied EntoinolotyVol. xVI.p. 
184 (1928)

91) 村山ﾡ盛: 日本a士内 に産ナるナガよクヒレ のH類及喰なになて n 本林み 

台 雜誌 第11名、 12 pp. 669 0s2 (昭和44)
22) Murayamn, J. : Revision des Familles Ipldcs ct des platypides de Corec.Jotr. 

Chosen Nat. Hist. Soe.. No.. 11, Pp. 2-34 (1030) ・
23)  .-:------ : Noles Supp'ementaircs a/ Ia Revision des !plleset platypidcsde 

Coree I, Jour. Chosen Nat. Iist. Soe. Pp: 2-8 (De:1932)
24) -- 一: Notes Sur Ies Scolytides (Coleopteres) de Honshu etKiushu,

Japnm,Tenthoredo,vol.I. No. o pp. 121-149 (1930)
2の) : *産ナガ*クヒムシに傘て 日本林界合第10ﾡ、110Bpp.

576-585 (昭和124)
26) Niisima, Y. ： Ueber die I.dwn^wcisc einigerJapan, Scolytoplatypus-Arten, zeits- 

chrift fur Wissenschafaliche insektenbiolopic pd.Iu, Pp 313-317 (1907)
27) : Die ScolytidenHfokkaidos unter\ issenschafuiche Ihrer Bedcutung

fuir ForstschRden.Jour. Collegeof Agri.Tohoku Imp. Univ., Vol. 3, No. 2(1900)
28) : Die Borkcenkafer Nord.und Mittel.Japans. Trans. Sappor。 Nst.

Hist.Soc. vol. in. pp.1-17 (1910)
20) -----------一: Neue Porkenkafernel,st'Frassplanzen.'Trans. Sapporo, Nat. Hist.

Soc. Vol. V.pt.I, pp. 1-6(1913)
30)沼町大み: 为愛芮か、小殯矗か、乾煥か 北海述林業合報 第20% 608-511

(昭和64)
31) Parki, E. A.: The Deplelion of Starch fom timberin relation to attack by 

Iyems Beetle, Forestry XII (1), Pp.15 29, 30 37 (1o3s)
32) RulBd, ST: ; Three Blue-Saining Funpi, including t。 New Species, Associated 

wilh Bark Peeles, Joar,Agri. Resenura, Vol. III. p. 419 (103の)

38) 高協定=、小玉次町 ； プ ナ ○役探や節 とk材と ○M係 林染Mﾡ烈報 416度 

Pp: 124-135 (大正144)
34) Taroschenko, G.: Dcr Einnass.der nattirlichen ReinignngdesSramme von Astcn 

aufdie Bldung des falschen Kerns bei der Puche und einiuerihmlicher,Bildungen 
bel anderen Holzarten.Forstwissenschaliches Centralblatt,Jalrg, 57 (1ッ35)

35)物内彦、坂本正物: チマ材の育処に就て 北海道林業會報 第: 比卷第 74班 

I22-31 (昭和94い

Control Experiments on the Ambrosia B:etle, Blue 

Stainand Wood-destroying Iulgi in Felledi B:ech 

(/agns sicdo.'at Emil.) Timber. (Resuie) 
ン .

By lr. vIotonori Inouye

It is a well known fact that beech timer, in the course of lumbering 
operation, arc very susceptible to attack by the ambrosia beetles, blue stain 
and wood-destroying fungi. Such timber deteriorates rapidly and is often ren- 
dered almost worthless in one season. In some case there is a distinct symbiotic 
relationship between wocd-inhabiting insects and fungi. In this paper arc des- 
cribed the results of the control experiments on the ambrosia beette, blue- 
stain and wood-destroying"fungi infesting beech timber. This experiments was 
carried out from 1943 to 1947, the prefectural forest at Ishizaki in the 
southern part of Hokkaido.

According to the writer $ investigations in this forest have found the 
following apparently important bcetles to associate with these brown discolo- 
ration and decay.

Family scientific Nnme

( (1). Crosrotarsus iウonxcus Plandirord
PIalyPdli"hne ( (2) . Paoous srwerwi liandford

(3) . /aeinscnlawt:rsllanidforaI
(•1). Srobtontagy.fusmikad。 Ilaiidror
(う). 内心か“心 CM” Eich 1.off
(G). X. ktoiniIlandtord
(7). X・ xcrmtnnus Blandford

Ipidnc (S). X ル〃"M"W Blandfordl
(9). X schau/ucssri llandford

Cuireulionidae {

(10). x. srriaons mlandford
(1) . X Afzidi (Katz)
(12) . X cb,iosn) Niisina
(』). 7 シjグ 0ム〃M屮" quircits joPonic Blandford
(14) .Si/a/ies ocrit liolemar
(15) . Hyohychus iciviillandford

Anthribidlae (16>. Cacconiinws ocnhatts Sahrp
Note, No.1-1: irelong t。 theambrosin beetles- No.1oY. seriatus notbore 
directly through the:bnrk into'the sapwood, live inthe caubium.
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Ambrosia beetles comprise an interesting and important group of unse- 
asoned-wood insects, all members of which, wvith the exception of the platy- 
podidae, belong to the family Ipidae. Instead of living in the barkに or cambium 
of beech logs, the ambrosia beetles bore directly through these into the sap- 
wood and deeper, here they feed not on the sapwood but on ambrosia fungus 
which they plant and care for with the utmost vigilanice.

The life histories of all ambrosia beetles are somewhat similar, the 
females boring tunnels into sapwood in which eggs, larvae, pupae and adults

、 *
may occur together. As soon as the trees arc cut, these beetles begin att- 
acking all parts of them and in a short time the trunks and limbs are filled 
their burrows. ・

Though the values of the timber is reduced by pinholes and the spoil 
in its appearance, the acuturalmechanical injury done is light except in he- 
aVily attakcd logs. Secondary damage consisting of a longitudinal stain caused 
byfungus growth on each side of the pinholes is almost apparent in white 
wood, but occurs in all cases and is often more important than the pinholes 
themselves.

According to Dr. S. Kamei s investigations in this part of the island, 
the blue stain on beech timber identified as the species Ceralostomella piccae 
Muneh knoWn as the causal oroganismus of discoloring the freshly cut end 

of Piceac czoeがis Carr. and others. .
According to writer's observations in beech forest of Hokkaido, the dis- 

coloration caused by this fungus-is not recognized during the winter senson, 
but it is very hcavyfrom June tp September, cspcccially from July to August 
on account of the warm wet weather and high humidity which are favorable 
for the development of, this fungus.

I he writcr and Mr. U. Abe als。 have found the following apparently 
important wvoo-dcstroying fungi on beech logs in above mentioned forest.

(1) . Polysticts hirsut (wulf) Fr. .
I2). Sclizophyllum commune IFr.
(3) . Poysticuus verricdr (L) Fr.
(5) . Strreun Purtureuun Pers. 、

In conclusion, an ideal treatment of beech timber is as follows.

1) . If we build a beech mill further awvayfrom the beech forest,itiS very 
effective to prevent the ambrosia beetles. \

2) . Instead of living in the bark or cmbium, the ambrosia beetles bore 
directly through these into the sapwood and the deeper parts, so the 
barking beech logs arc not effective to prevent these insects.

3) . The bark removcd-becch Iqg thatis exposed to the open air, will rapidly 
dry out until it conics into approximate equilibrium with the average 
relative humidty of the air. Then, surface checking and end checking of 
beech log actually began to develop. And blue stain develops in timber 
niorc quickly than decay, and a few days of warm, humid weather may 
lcad to almost complete, staining of the sapwood. Blue stain is a warning 
of conditions that favor the rapid development of wood-destroying fungi.

When we transport the logs from the forest to the mill, the sands 
came into the wood through the checking parts. Then, the rotary blades 
may often be damnged by its presence. Therefore, it is not necessary 
to remove the bark of beech logs.

4) . In order to prevent the ambrosia beetles,blue stain and wood-destroying 
fungi, in the course of the log transport, it is very important that not 
to make damages by raft-hook on the beech logs. Because, such dama- 
ges arc veay susceptible to the attack of the ambrosia beetles, blue stain 
and wood-destroying fungi that may comc in through these damages.

5) . If the beech logs arc arranged in the open yard in the summer, it is 
very easier to decay rather than those arranged in the beech forest.

6) . When thc beech logs arranged in the open yard for a long time, these 
logs have a chance to comc contact with thc chips of wood which have 
been already infested by the blue stain and woo-destroying fungi, and 
soon attacked by these fungi. The yard, therefore, should be kept clean 
and sanitary at all times.

7) ' If the beech trees arc cut down after the 20th of september, the logs 
will be kept in good condition frce from any beetles, fungi, mold and 
rot, due to the daily average temperature (at 10.00 a. m.) indicated 
below 18C in Hokkaido. For this reason, it is recommended to cut 
down beech trees by thc beg inning of June in next year.
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8) . The winter-cut logs that are not sawed up before beainning of June, 
they must not to be left in the yard during the summer. In this case, 
if the logs stored in a pond, it makes an unfavorable condition where 
.the insect and fungi development will be checked and stopped entirely.

9) . In such eases, as the logs can not be stored in a pond until the beginning 
of Junnc and as the logs that have been cut and transported during July 
and August can not be sawed up, it seems to be an ideal method to 
prevent the entrance of the insects and fungi, if the logs stored under 
the dense stand which is loctcd it the small swamp facing north in 
the beech forest, as-soon as after the logs are Cut.

In this case, if the swamp is very watery and the sprinkler system 
(By sprinkling the logs with water) can be applied, it is more effective 
to prevent the damage above mentioned.

10) . It seems to be the most effective to prevent the entrance of stain and 
wood-destroying fungi from the ends of the logs to apply the peppermint 
tar as soon as practicable after the logs have been cut from the trees 
felled. The quantity of peppermint tar per 100 koku (27.82 cbm) was 
as per following table.

Naphthalene 650 gr.

Nps Sulphur 10 gr.
Pyrethrum (Powder) 20gr.
Tarc 320 gr.

12).Tt was more-effective to prevent ambrosia beetles to apply only pepper- 
mint tar on winter-cut logs than to apply DDT or NPS on sum- 
mer-cut logs.

In the case of only both ends of fresh log disinfected with peppermint tar.

Diameter 
of the

l.ength of
the log

V olume
of th

Number
of logs

Quantity of peppermint tar in c.c.

log at : in meters logs in perl00koku
log Per 100 koku

small end 
in centi- 
Ineters

ヽJ ・
cullc mc-

・ A *
(27 82cbm.) Per (27.82 cbm).

• hi w- In sum- In win- In sum,.

*
ヽ.• ww w###*#

inier mer ter mer
・ |

34 1 a 0.22 127 54.48 36.32 6.919 4.613
40 2.11 0.30 83 75.30 50.2G 7.011 4.074

11) . As thc insecticide for beech log insects, the NPS seemed to be more 
effective than DDT in preventing the entrance of ambrosia beetles 
from thc log ends and surface. Thc formula of NPS arc made up 
as follows.
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量iにル映態の比終 .

I 新履御料林に於ける赤松の造林成績に就て

第へﾡ 北カ日 本産書前園載

第九税 冬財運材事業 に於ける 時間研究 (第二報)

パチ• 一材に就て.........・.......................... ・.......1
同 上 (第三報)

人力厳 出 に就 て........... ::.......... ・..................... 23
No. 10 A lrief Explanation on the Contents of Our Pulllcations

昭和二十三年三 月 二十 日印刷

昭和二十三年三 月二十五 日 殺行

農林省林業試験場札幌支場
(北iAF・irair町製)

札後市花 一☆四=丁 目 三番地

印 刷 人 山i中ャョ

印 刷 所 ﾡ文先堂 印 刷 所


